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● こ の た び は ヤ マ ト 科学 の 乾熱 滅 薗 器 Ｓ Ｈ シリ ー ズを お 買い

上 げ い た だき ま して、
ま こ と に あり が と う ご ざい ま し た．

● 本 機 を 正 しく 使 っ て い た だく た め に、 お 使い にな る ま え

にこ の 「取 扱 説 明 書」 と 「保 証 書」 を よ く お 読 み 下 さ い。

お 読 み に な っ た 後 は、
「保 証 書」 と と も にい つ で も 使 用 で

き る よ う に 大 切 に 保 管 して 下 さ い．

警告：取 扱説 明書本文に でてく る重要警 告事項の部分は製 品
を 使 用 する 前 に 注 意 深 く 読 み、 よ く 理 解 して 下 さ い．



本 取 扱 説 明 書 で 使用 す る 重 要 警 告 事 項 は、 そ の 危 険 の 程 度、 内 容

に よ り 次 のよ う に シ ン ボル マ ー ク を 使 い 分 げて い ま す。

△ 危険
人 身事故 防止用

遵 守 し な い と 人 身事 故 が 発 生 し、 場 合 に よ っ て は 重

大 事 故 の 可 能 性 があ る。

△ 注意
製品自 体の損傷 防止用

遵 守または矯 正 しないと製 品自体の損傷にいた る可

能 性 が あ る．

ま た、 操 作 ・ 保 守 に お い て 知 って お く と 得 な 製 品 の

性 能 や 誤 り 易 い ミ ス に 関 す る 事 項。
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特 長 乾、熱滅爵器 舳 ４００ 舳 ６００は

次 の よ う を 特
、
長 を 持 っ て い ま’す

！ マイク帥ンどユータ多繍
● 設 定 が 容易 な 対 話 型 キ ー 入 力。 ２ つ の 表 示 器 の 指 示 に 従 っ て パ ラ メ ー タ を 入

力 す る だ げ でよ く、 重 複 ・ 誤入 カ があ り ま せ ん。

● プ ロ グ ラ ム 運転 が 可 能． 勾 配 運 転、 繰 り 返 し運 転等 の 任 意 の プ ロ グ ラ ム を ３

パ タ ー ン （ｍ ａｘ ５セ グメ ン ト／ パ タ ー ン） ま で 設定 でき ま す。

● ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 機 能 が あ りま す。 定 値 運 転 を 実 行 中、 希 望 の 時 間 経

過 後に 運 転 を 停 止 さ せ る 設 定 が で き ま す。

２ 鰍を灘
● 使 用 上 の ミ ス や 機 械 の 故 障 に 対 し、 自 己 診 断 磯 能 が 「異 常 サイ ン」 で 知 ら せ ま

す
。

● よく 使 用 さ れ る 温度 を １ ０ 点 ま で登 録 で き、 簡 単 に 呼 出す こ と がで き る 温 度 プ

リ セ ッ ト機 能 が あ り ま す．

● 設 定 値 等 を ガ ー ドす る パ ネ ル キ ー ロ ッ ク 機 能 や 積 算 時 間計 機 能 も 漂 準 装 傭 さ れ

て い ま す。

３ シヌテム７ヅが 確
● 外 部 通 信 機 能、 温 度 出 力 端 子 等に よ る 機 能 の 鉱 充 や 外 部 警 報 端 子、 独 立 過 昇 防

止 器等 に よる 安 全 性 の 向 上 な ど 豊 富 な 標 準 外 付 属 品 で シ ス テ ム ア ッ プ が可 能 で

す
。

１



必 ずお 守クください 据え つ け る と き は

△ 危険

ｏ７一ヌを桝とってください
● 漏電による 感 電事 故をさ げるため に

必 ず ア ー ス を と っ て く ださ い．

コ ン セ ン ト は 接 地 型 コ ンセ ント を

用 さ れ る こ と を お す す め しま す．

ロ ロ
ｏＧ

接 地 型 コ ンセ ン ト（１００Ｖ用）

電 源 プ ラ グ

０

０

電 源 プ ラ グ を 接 地 型 コ ン セ ン ト に

差 し込 ん で く だ さ い
。

２ 極 タ イ プ コ ンセ ン ト を ご 使用 の

場合

○ 口

ｏ

２ 極 タイ プコ ン セ ン ト

（ＩＯＯＶ用）’

ｏ

ア ー ス 線

標 準外 付属品 の接地 アダプタを 電源プ

ラ グ に 差 し込 み、 コ ン セ ン ト 側 の 極 性

を 確 認 の 上、 接 続 し て く だ さ い。 ま

た、 接 地 ア ダ プ タ の ア ー ス 線 （緑 色）

は、 電 源 設 備 側の ア ー ス 端 子 に 接 続 し

だ さ い
。

②雷源は専庸の厨雷盤や、フンセン戸仁
● 電 気 容 量 に 適 合 した 配 電 盤

、 コ ン セ

ン ト を ご使 角 く だ さ い．

電 気 容 量 ＳＨ４００ ＡＣｌＣＯＶ １３ Ａ

ＳＨ６００ ＡＣ１００Ｖ １４．５Ａ

鰯餓耽こ蜻くだきい
● 特 に 次 の よ う な 場 所 へ は、 置 か な い

でな い でく ださ い．

◎ 可 燃 性 ガ ス、 腐 食 性 ガ ス の 発 生 して

い る 所

◎ 周 囲 温 度 が３ ５ ℃ 以 上 に な る 所

○ 温 度 差 の は げ しい 所

・ 直 射 日 光 の 当た る 所

・ 湿気 の 多 い 所

● 側 面 ・ 背 面 は１ ５ ㎝ 以 上 の ス ペ ー ス

を あ けて く ださ い。

△ 注意

倣凱抑てくだきい
● 故 障 の 原 因 に な り ま す の で、 お 客 様

に よ る 改 遣 は 絶 対 に しな い でく だ さ

い

□口

も
鰐

２水碓場脈講してください
● 水 平 に 据 え 付 けま せ んと、 思 わ ぬ ト

ラ プ ル や 故 障 を 引 き 起 こ しか ね ま せ

ん
。

２



必 ずお 守クください ご使用 になるとき は

△ 危険

○ 鯛てき榊辮
本 器 は 防 爆 構 造 では あ り ま せ ん。

可 燃 性 ・ 爆 発 性 が あ る 成 分 を 合 ん だ 試

料 の乾燥 や滅菌処理 は絶対 に行 わな い

で く だ さ い。

ノ ㌧

｛
Ｑ ∠ 広

／ ！

ロロ 激
② 納砺仁辮を勘伽て

内槽 底面に直接 試料を載 せて 本器 を

使 用 しま すと、 機 器 の 性 能 が で な い ぱ

か り か、 器 内 温 度 が 異 常 に 高く な っ た

り、 故 障 の 原 因 と な り ま す の で、 底 面

に は 絶 対 に 試 料 を 載 せ な い でく だ さ い

。 試 料 は 付 属 の 欄 板 に 配 置 し
、

棚 受

柱 に セ ッ ト さ れ た 棚 受 金 具 の 上 に 載 せ

て く だ さ い。

□口

試科

３ 融 紛をき桃をいて
運 転 中 お よ び 運 転 直 後 に は 内 槽 や 扉

内 側が高温 になって いますの で火傷に

注 意 して く だ さ い。 器 内 の 試 科 を 取

り出 す時は器内 が冷えてから 取り出 す

か、 手 袋 等 で 保 護 を して 作 業 して く だ

さ い
。

△ 注意
○ 辮鮒敬きせて維
● 棚 板 の 耐 荷 重 は 等 分布 荷 重 で １ ５

で す。 試 科は で き る だ け 分 散 さ せて

設 置 して く ださ い。
試科

母１５㎏
棚板

② ヌペーヌを甜て辮を講
試料を入れ すぎますと正常な 温度制

御 が でき な く な る こ と が あ り ま す。

温 度 清 度 を 確 保 す る た め
、 棚 板 に は

３ ０ ％ 以 上 の ス ペ ー ス を 空 け て 試 料 を

設 置 して く ださ い．

棚板空きスペースは３０％以上に

３こ材聯 燭蜻１！
、竈

濡 れ た 試 科 を 入 れる 時 は、 水 を でき

る だ け 切 って か ら 入 れ る よう に して く

だ さ い。

熱 風 の 主 要 経 路 に は ス テ ン レ ス 鋼 Ｓ

Ｕ Ｓ ３ ０ ４ を 使 用 して お りま す が
、 強

酸等には 腐食されること がありますの

で ご 注 意 く だ さ い。
ま た、

パ ッ キ ン

の シ リ コ ン ゴ ム は 酸、
ア ル カ リ

、 オ イ

ル、
ハ ロ ゲ ン系 溶 剤 等 に 腐 食 さ れ るこ

と が あ り ま す の で、
ご 注 意 く だ さ い。

３



各 部の名前と働き 本 体

棚受金具 排気口

棚 板

固・
“

θ
θ

θ θ

θ
θ

θ

θ θ
θθ θθ
θ

ク θ

Ｓ／／ｌ

ｏｏ

ｓ

〔コ１

コ ン ト ロ ー ラ 操 作 パ ネ ル

電 源 ス イ ッ チ

過電流ブレーカ
電源プラグ

４



セ ンサ

棚板

本体構遣図各部の名前と働き

８

一
＼
一

排扉 パ ッ キ ン

σ８

８が

‘‘・．・・ｉ・・・・・・一・・・・・・・・・・．．一・・’・・・・．一■・■■

ク

ヒ ー タコ ン ト ロ ー ラ 操 作 パ ネ ル

５



各部の名前と働き 操作パネル

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑥

③

⑦

① ②

測定 温度 ４

８ θ ８ ８
○ヒータ

定値連転 ８ ８ 昼 ８ ○待 機

プログラム臨
６

運医メニー一 ▲ 鶴 躰ニュー ⑧

実 行

倫一

メイ ン表示器

サ プ表示器

連転モード表示灯

ヒ ー タ ラ ン プ

待 機 ラ ン プ

⑳ 巴
：主 に糟内の温度を表示 します

： 設 定 温 度
、

残 り 時 間、
実 行 プ ロ グ ラ ム の 内 容 等 の 情 報 を 表 示 し ま す

：定値連転かプロ グラム連転かを点灯表示します

：ヒ ータに通電されている時に点灯します

：ブログラム運 転等が実行前の待膿状態の時に点灯 します

⑤

⑧

ブ ラ イ ン ド ウ イ ン ド ウ ： 通 常 は 河 も 表 示 さ れ ま せ ん が
、 機 器 が 異 常 状 態 に な っ た 時 に 「異 常」 ラ ン プ が

、

運 転 メ ニ ュ ー キ ー

機 能 メ ニ ュ ー キ ー

ア ッ プ ・ ダ ウ ン キ ー

実行 キー

ま た、 オ ブ シ ョ ン の 通 信 膿 能 を 使 用 し た 時 に 「リ モ ー ト」 ラ ン プ が 点 灯 し ま す

：運転のモ ードを切り換える時に度用 します

：種々の携能を 選択する 時に使用しま す

：設定値を変える時に使用します

： 設定 値やモードを確定する時に使用 します

６



据えっけかたと使用前の準傭

① 水 平 な 場 所 に 設 置 して く だ さ い。
（ （デ ２ぺ一 ジ）

② 側 面 ・ 背 面 に １ ５ ㎝ 以 上 の ス ペ ー ス

を と っ て く だ さ い。

（ （戸 ２ ぺ一 ジ）

３ 電 源 プ ラ グを コ ンセ ン ト に 差 し込 ん

で く だ さ い。

（ （デ ２ ぺ一 ジ）

△ 危険
● 感 電 事 故 を さ げる た め に 接 地 型 コ ン

セ ン トを 使用 さ れ る こ と を お す す め し

ま す
。

２ 極 タイ プコ ン セ ン ト を ご使 用 の 場 合

に は 漂 準 外 付 属 品 の 接 地 ア ダ プ タ を 使

用 して 頂 き、 接 地 ア ダ プ タ の ア ー ス 線

を 電 源 設 備 側の ア ー ス に 接 続 して く だ

さ い 。

接 地 ア ダ プ タ の アー ス 線は ガ ス 管 や

水 遣 管に は 接 続 しな い で く だ さ い．

分 岐 コ ンセ ン ト は 発 熱 な どの 原 因 と

な り 危 険 で す の で、 使 用 しな い で く だ

さ い
。

● 可 燃 性 ガス、 腐 食 性 ガス の 発 生 し て

い る と ころ に は 設 置 しない で く ださ い．

７



装 置 の異 常４こつ い て

本 器 は 目 己診 断 機 能 を 搭 載 して い ま す． 使 用 上 も しく は 装 置 の 故 障な どの 異 常 が起 こ っ た

場 合 は、 操 作 パ ネ ル 部 に 「異 常」 の 文 字 サ イ ン と エ ラ ー コ ー ドを 点 滅 し、 警 報 プザ ー を 鳴

ら しま す。 異 常 発 生 時 に は、 エ ラ ー コ ー ド を 確 認 の 上 直ち に 運 転 を 中 止 して く ださ い。

異常サインとエラーコード／原因

遅 疋 ２度

■電 ～ ｏ ｏ

ε 〔 ｏ ！

○ヒータ

○ 橋 園

錆；服 甑〉錆；服 甑〉

湿度セ ンサの異 常です

・ 異 常 サイ ン点 滅

・匡 壷 ココ 点滅

責 三選度

〔
ｕ

ε パ。ｏ ～

○ ヒータ

○ 措 構

例；服温度〉

ト ラ イ ア ッ ク

回路 の故障 です

・ 異 常 サイ ン 点 滅

・匡 巫 点滅

調定■度

ｎ
ｕ

εｒ ｏ ヨ

○ ヒ．タ

◎ 得 標

錆；破 甑〉

ヒ ー ク の 断 線 で す

・ 異 常 サ イ ン 点 滅

・ 匡 裏 団 点滅

順 疋 ２度

８ 電 コ ｎ

ｕ
○ ヒータ

匝 ○得橋

錆；服温度〉錆；服温度〉

メ イ ン リ レ ー の 不良 で す

・ 異 常 サイ ン点 滅

・匡 こ 匝１ 点滅

調 童昌度

～ｏｏ匝 ○ ト タ

○ 掃 橋

例；服 甑〉

電 子 回 路 系 の 不 良 で す．

・ 異 常サ イ ン点 滅

・匡二≡コヨ 点滅

処置のしかた

・ こ れ ら の エ ラ ー コ ー ド が で ま し

た ら、 本 体 前 面 の 電 源ス イ ッ チ

を 直 ち に 「切 」 に し て く だ さ い ．

・ 異 常 が 起 こ っ た 場 合 は、 部 品 の

交 換も しく は 装置の 点検が 必要

と な りま す。 お 買 い 上 げ の 販 売

店 か 弊 社 営 業 所、 サ ー ビ ス 部 門

ま で ご連 絡 く だ さ い． な お 連 絡

の 際 に は
、

必 ず 発 生 し た エ ラ ー

コ ー ドを お 知 ら せ く だ さ い．

８



滅 蔚工 程 の 運転一方 法

本 器 は 以 下 の 運 転 方 法 を 選 択 す る こ と に よ っ て、 滅 薗 を 行 う こ と が で き ま す。

① 定 値 運 転 の 方 法 （デ Ｐ・ １０ 「定値連転 の しかた・ 参照

運 転 中 に 一 定 温 度 （設 定 温 度） を 保 持 す る 運転 方 法 で す。

② プ ロ グ ラ ム 運 転 の 方 法 （デ ｐ・ １２ 「プログラム連転のしかた・ 参照

温 度 と 時 間 の 組 み 合 わ せ か ら なる プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 本 器 を 連 転 す る 方 法 で、

運 転 開 始、 およ び 停 止 時 間 も 任 意 に 指 定 でき ま す。

③ 運 転 モ ー ド の 変 更 方 法 （デ 「他の連転モードに移りたい時・ 参

・ ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 連 転 に 移 り た い 時 （ デ Ｐ． １ ４ 参

・ 定 値 連 転中 に プロ グ ラ ム 運 転 に移 り た い 時 （ ア Ｐ． １ ５ 参 照、
婁

毒・ プ ロ グラ ム 運 転 か ら 定 値 連 転 に移 り た い 時 （ デ Ｐ． １ ６ 参 嬬

１１’ プ ロ グ ラ ム 連 転 か ら 他 の プ ロ グラ ム 連 転 に 移 り た い 時
（デ

Ｐ・ １ ７ 参 照１

９



定値運転のしかた

操作 後の表 示／ 操作手順 説 明

本体前面の電源 →電源投入後はメイ ン表示器に現在の測定

スイッチを 「入」 温度を点灯表示 しサブ表示器に前回の 設

にする
定値を点滅表示 します．

→ 「 待 優 」 ラ ン プ が 点 灯 し ま す．

→ 「 定 恒 連 転」 ラ ン プ が 点 滅 し ま す．

①

□

場竃選度
５ ０

◎ヒ・夕
僚；服 甑 ５０℃〉

臆
〔 ｏ ●種■

調；誠服 １７０℃〉

匡ヨ ⑰◎ 匡１ミヨ

固
例：２００℃で定 値連転を 行う （前回設定温度は１７０℃） ・サブ表示器に点滅している温度が所望の

値 に な る ま で 「▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を

◎ ◎ キーの阿れ
押 してください．

□ ［ 封
◎ヒータ か一方を押す

＊ 「▼」 キーを押すと 値は減少し、
「▲」

②
賦 □ ；１ 璽 ●一 キーを押すと値ほ増していきます．

璽ヨ ◎ 屋
国

□ ［ 宣
ＯＥ・夕

函 キーを押す ・所望の温度に合わせましたら「案行」キ ー を 押 し て く だ さ い．

賦 □ ； 璽 Ｏ一 →サブ表示器の設定温度が点滅から点灯

匡 ヨ ◎ ◎ 厘ミヨ
に替わり、設定した温度に向かって、
定直連居 を房始します．

③ → 「待繧」 ランプが消灯し 「定 値連転」行
ラ ン ブ が 点 滅 か ら 点 灯 に 替 わ り ま す．

→現在の測定温度より高い温度 に設定し

た 場 合 は、
「ヒ ー タ」 ラ ン プ が 点 灯 し

加 温 状 態 に な り ま す。

以
。
上で定賃達転擦作は完アてす

電源スイッチＯＮからの操作

連 転 の 準 備 が 整 い ま し た ら 以 下 の 手 順 で 操 作 を 行 っ て く だ さ い。

１ ０



運転中め設定温度の変更

操作後の 表示／操作手順

①

く例；１７０℃の定値連転中から２０ ０℃ の定値１運転に変更する〉

□ □ 画．…
賦 □；璽◎一

匡ヨ ◎ 匡ミヨ

⑯

◎ ◎ キーの阿れ

か一方を押す

②
□Ｅ苗 ● ヒ ． ク

賦□ 璽・“

璽ヨ ◎ 匡ミヨ

国

◎ ◎ キーの阿れ

か一方を押す

③

□［歯 ● ヒ ー タ

賦 □；１璽・博口

更ヨ ◎◎ 匡三ヨ
行

固 キーを押す

④

く運転を葎アしたい場合〉
本 体前面の電源スイ ッチ

を 「 切」 に す る

説 明

・ 「▼ 」 キ ー か 「 ▲」 キ ー を 押 して く だ さ

い
．

→温度設定モー ドとな りサブ表示器の設定

温 度 が、 点 滅 表 示 に 替 わ り ま す．

・サブ表示器に 点滅している温度が所望

の 値 に な る ま で、
「▽ 」 キ ー か 「 ▲」

キ ー を 押 し て く だ さ い。

・ 所 望 の 温 度 に 合 わ せ ま し た ら 「案 行」

キ ー を 押 し て ＜ だ さ い
．

→サ プ表示器の設定温度 が点滅から点灯

に 替 わ り
、

新 た に 設 定 し た 温 度 に 向 か

っ て、 定 直 連
一
伝 を 厨 始 し ま す。

以上で定疸達転の操作は完アです

・ 本 休 前 面 の 電 源 ス イ ッ チ を 「切」 に し

て く だ さ い
．

→ 全 て の 回 路 が 遮 断 し
、

表 示 も 消 え ま す．

１ １



プログラム 運転の しかた

電源スイッチＯＮからの操作

運 転 の 準 備 が整 い ま し た ら 以 下 の 手 順 で操 作 を 行 っ て く だ さ い
。

操 作後の表示／操作手順

①

本体前面の電源

ス イ ッ チ を 「 入 」

にする

□ 事
。賦

◎ ヒ ． 夕

● 種 １●

匡ヨ ◎◎ 厘１ミヨ

国

錆：服 甑 ５０℃〉

肌誠舷 川℃〉

②

〈例：実行可能なプロ グラム“２を呼出 し連転する場 合〉

匡 ヨ キーを押す

③

□匠嵩 ○ ヒ ・ 夕

賦□国…
璽ヨ ◎ 匡≡ヨ

◎ ◎ キーの阿れ

か一方を押す

④

□匝施 ○ ヒー９

賦［垂…
匡ヨ ⑰◎ 匡ミヨ

実 行

固 キーを押す

説 明

→電源投入後はメイ ン表示器に現在の測定

温度を点灯表示しサ プ表 示器に前回の 設

定値を 点滅 表示します．

→ 「 待 儂」 ラ ン プ が 点 灯 し ま す．

→ 「 定 値 運 転」 ラ ン プ が 点 滅 し ま す．

→メイ ン表示器は実 行可能な プロ グラム

番号 匠 三二 ］ （例；プログラム１の

意 味 ） を 点 滅 表 示 し ま す．
→サブ表示器は 口 巫 の文字を

表 示 し ま す．

→ 「定 値 連 転」 ラ ン プ が 消 灯 し ま す
．

→ 「プ ロ グ ラ ム 運 転」 ラ ン プ が 点 滅 し ま す．

く実行可能なプログラムが存在しない場合＞

→メィン表示器は Ｅ ≡ ≡コを点滅表示

し ま す．
“ ブ ロ ー 創

『 一
、 ・

、 ぺ 一 ξ’

・ 「 ▼ 」 「 ▲ 」 キ ー を 押 し ま す と 、 メ イ ン

表 示 器 は
、 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム 番 号 を

順繰りに表示しますの で所望の プログラ

ム番号 匹 ≡ニ ヨ （例；プログラム２

の 意 味 ） に 合 わ せ く だ さ い
。

・ 実 行 し た い プ ロ グ ラ ム 番 号 に 合 わ せ ま

し た ら 「 案 行」 キ ー を 押 して く だ さ い。

→ プ ロ グ ラ ム の 「連 転 開 始 待 ち 時 間」 設

定 モ ー ド に 替 わ り メ イ ン 表 示 器 は、

匝 唖 を点滅表示します．
→サブ表示器は、 園 ≡］（ｔｉｍＥ：

時 間 の 意 ） を 表 示 し ま す．
・ 次 ぺ 一 ジ の 手 順 に 従 っ て 運 転 を 開 始 し た

い 時 問 を 設 定 し て く だ さ い ．
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操 作後の表示／ 操作手順 説 明

〈 例 ； ２ 時 間 ３ ０ 分 後 に 連 転 を 開 始 す る 〉
、 ・ 「 ▼ 」 キ ー か 「 ▲ 」 キ ー を 押 して 、

メ イ

ン 表示器に呼 び出した プログラム の開始

◎ ◎ キーの阿れ

時間を点滅表示させてください．

□ 匝 歯
○ヒータ

・＊運転開始待ち時間は１分から９９９時間

⑤ か一方を押す

賦 ［ 蔓 …
まで設定できます．ただし、１時間以上
は分単位だけでの設定 （例；８０分箏）

璽 ヨ ◎ 匡ミ１
はできません．また１００時間以上では
１時間単位での設定となります．

困 例；９９時問５９分： 唖

；１００時間 ： 巫

⑯ キーを押す

・ 「実 行」 キーを 押してく ださい．

□ ［ 封
○ヒ・タ

→メイ ン表示器は、 現在の測定温度の表示
に 替わりま す．

○

賦 口 璽 望 … →サブ表示器は、連転開始までの残り時間

⑥ 璽ヨ ◎ ◎ 匡ヨ
の表示に替わります．

→ 「待 機 」 ラ ン プ が 点 滅 表 示 に 替 わ り、

実 行 連転開始 待ちの待膿状態であることを

知 ら せ ま す．

→ 「 プ ロ グ ラ ム 運 転 」 ラ ン ブ が 点 滅 か ら

点 灯 に 替 わ り ま す．
・ ・ 一 一 … 一 一 ・ 一 一 ・ ■ 一 ・ 一 一 ・ ・ 一 ・ 一 … ． ・ 一 ■ ・ 一 一 ・ ・ ・ 一 一 ・ ・ 一 一 ・ 一 ・ 一 一 ・ ・ ■ ・ ■ ■ 一 ・ ・

くサプ表 示を切ク換える易合〉 →運転開始時 間になった時点 で、
「待繧」

ランプが消灯し、 プログラム連転を開始

□ 亡 施
●ヒ．夕

します．・ 匡≡ヨ キーを押して →サブ表示器は運転開始時聞になった時点

機 □ 璽 酉 ◎一 サプ表示切換モード で前回設定されていた情報を表示します。

更 ヨ ◎ ◎ 阯
にする

例；左項の場合は、 プログラム番号２の１
セ グメ ン ト 目 を 運 転 中 で、

１ セ グメ ン

⑯ ト目の終了まで１Ｏ分であることを示

し て い ま す．

傭定虐度麦示 條行プログラム 倣ク跨服 くプログラム運転を笑行申〉

捕 定した馴 表示を設胤 た榊 設定した榊
調度選度

＊ サ プ 表 示 は、 サ ブ 表 示 切 換 擦 能 を 使 う こ
葛定月度 調を■農

コ 〕 〕 とにより「実行セグメントの終了までの

己

残 り 時 間」 、
「 設 定 温 度 」 、

「実 行 中 の

～ ｏ ｏｌ ’ ｎ 〔 ’ｎ
ｕ ｕ． ’ｕ プ ロ グ ラ ム 番 号 等 」 の ３ 種 類 の 内 容 を 選

実行抑 誠 服〉 実榊の 実榊の 実行中のセクメントのランプも 択 で き ま す． （ （ ア ２ １ ぺ 一 ジ 『サ ブ 表

アログラム香号〉 セグメント看号〉 しくはソーク区日奏了までの憂り竜員〉 示 切 換 の 使 い か た』 を 参 照 し て く だ さ い
．

くプログラム運転が蒋ア〉 →温度制御を停止します．

□ 董
○ヒ＿夕

→メイン表示器は現在の測定温度を表示し
ま す ．

賦 口 ； 国 ｏ何橋
→サブ表示器は ［ 亙 の文字を点滅

表 示 し ま す．

璽 ヨ ◎ ◎ 厘三ヨ
→ｒヒータ」ランプが消灯します．⇒ ｒ ア ロ グ ラ ム 運 転 」 ラ ン プ は 点 灯 し た ま

⑳
まです．

σ
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他の運転モ ー ドに移クたい時

クイックオートストップ運転に移りたい時

ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 連 転 は、 実 行 中 の 定 値 運 転 を 希 望 の 時 間 経 過 後 に 連 転 を 停１止 さ せ た い 時 に 使 い ま す．

操作後の表示／操作手順

①

□ 曲
●ヒータ

賦口 憂 …
ｉ風’工・ ◎ ◎ 匡１ミヨ

実 行

匡ヨ キーを押す

〈実 行プロ グラム番号を点滅表示 した場合〉

画画
⑰ か ◎ キーを押す

｛調；実行可言なアログラムが１呑のみ〕

巫画

②
亟理 固 キーを押す

③

〈例；２時間３０分後 に運転を停止する＞画コ ◎ ◎ キーの何れ

か一方を押す

④

□［垣 ● ヒ ・ 夕

眈 □ 璽雪Ｏ一

璽ヨ ⑰◎ 医ヨ
実 行

〈残り時同を表示〉

固 キーを押す

コ
［璽

〈設定温度を表示〉

・サプ表示㈱ 鮒 ［ 亜
ぐ⇒ ［⊆萸

⑤
頑ε■度〕亜

くオートストヅプ運転カ櫟ア〉

説 明

・ 定 値 連 転 中 に 「連 転 メ ニ ュ ー 」 キ ー を 押

し て く だ さ い ．

→ メ イ ン 表 示 器 ぱ、 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム

番号か、 匠 旺 （オートストツプ

の 意 味） を 点 滅 表 示 し ま す
．

例；左項の場合は 睡 を点滅表示
して い ま す ．

・ 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム 番 号 を 点 滅 表 示 し

た 場 合 は
、

「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押

して表示器に 匠 囲 を点滅表示
さ せ て く だ さ い．

→ 「プ ロ グ ラ ム 運 転 」 ラ ン プ が 点 滅 し ま す
。

→ 定 値 連 転 は 継 続 中 で す の で
、

「ヒ ー タ」

ラ ン プ は 温 度 制 御 に 対 応 して 点 灯
、

消 灯

を 繰 り 返 し ま す．

・ 「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

→メイン表示器は 旺 巫 固 の点滅表示

に 替 わ り ま す．

→サプ表示器は、 園 ヨ を表示します．

・ 「 ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て メ イ ン

表示 器の値を所望の 「運転 序止までの時

間 」 に 変 更 し て く だ さ い．

→ 「案行」 キーを押 した時点で定 値運転は

オ ー ト ス ト ッ プ 運 転 に 切 り 替 わ り ま す
．

→ メ イ ン 表 示 器 は、 現 在 の 測 定 温 度 を 表 示

し ま す．

→サブ表示器は運転停止までの 「残り時間」

か 「 設 定 温 度 」 の 呵 れ か を 表 示 し ま す
．

例 ； 左 項 は 「 残 り 時 間」 を 表 示 して い ま す。

＊ 「 設 定 温 度 」 を 表 示 さ せ た い 場 合 は
、

サ ブ 表 示 切 換 の 設 定 を 行 っ て く だ さ い
．

（（デ２１ぺ一 ジ 『サ ブ表示切換の 使い

か た』 を 参 照 し て く だ さ い。

→ 「 プ ロ グ ラ ム 運 転 」 ラ ン プ が
、

点 滅 か ら

点 灯 に 替 わ り ま す。

→設定 した時間が 経過すると、 温度制脚を

停 止 し ま す．
→サブ表示器は ［ 田 の文字を点滅

表 示 し ま す．

１ ４



他の 運転モ ー ドに移 クたい時

定値運転申にプログラム麟に移１たい時

〈例：定値運転中に実行可能なプロ グラム１ 番を連転 したい時〉

操作後の表示／操 作手順 説 明

①

□ 産 コ
．…

西 キー１押す

眈 口 憂 Ｏ“

耽・ ◎ ④ 匡 曇

実行

・ 配 を点滅表示した時〉

睡 互 ◎ か ◎ キー１押す 匠 コ

□ 麩
⇒

一 □ 憂

｛園；実行可匿なプログラム１を耳艶す，

・定値運転中に 「連雫メニュー」キーを押

してください。
→メイン表示器は、 実行可能なプログラム

番号か、
囲 （オートストツブ

の意味）を点滅表示します。

例；左項の場合は 匠 こ ］ （プログラ

ム１の意味）を点滅表示しています．

・ 匠 理 を点滅表示した場合は ・▼・

キーか「▲」 キー一を押してメイン表示器 ．
に実行したいプログラム番号を表示させ 、

てください．

→ 「プログラム運転」 ランプが点滅します．

→定値１連転は継続中ですので、
「ヒータ」

ランプは温度制御に対応して点灯、消灯

を繰り返します．

■．、

② 廼

コ

固 キーを押す

・ 「実行」キーを押してください．

→メイン表示器は 旺 亟 囮 の点滅表示

に替わり、
「速；転開始待ち時間」の設定

モードになります．
→サブ表示器は、圧二 盤…コを表示します。

③

く例；２時間３０分後に連転を開始する〉

匝 巫 ◎ ◎ キーの阿れ

口 蔓 か一方を押す

・「▼」 キーか「▲」キーを押してメイン

表示器の値を所望の「連転開始までの時

間」 に変更してください．
○

④

‘・

⑤

固 キーを押 す

□ ［： 撞
○ヒーク

８薫１１
匝 塾 舳

匡 ヨ ⑰ ④ 匡三ヨ

実行

、

一一・．．・．・一■一一… ．一一一・一一一・一’・■一・■・一

□ ゴ 拉

． 、

くプログ 徽 新 〉

→ 「実行」 キーを押した時点で定値連転は

終了 し、 プログラム 運転開 始待ちの状態

に切り 替わりま す。

→メイ ン表 示器は、 現在の測定温度を表示

します。

→サブ表示器は、 運転開始ま での残り時間

を表 示します．

→ ｒ待機」 ランプが点滅表示 し、 運転開始

待ちの 待携状態であることを知らせます．

→ ｒプログラム 連転」 ランプが、 点滅から

点灯 に替わります。
・一・一・一・．一・一・一・一・一・‘一・一

→連転開始時間になると、
「待繧」 ランプ

が消灯 しプ ログラム運転を開始します．

→サブ表示器は前回設定されて いた情報に

替わります． （ （ア １３ぺ一 ジ 『プロ

グラム運転の しかた』 の⑤項を参照 して

く ださい。

～ ０ ０ ｏ・・賦
〈須；実行中の日畷 超度〉
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他の運転モー ドに移クたい時

プログラム運転から定値連転に移りたい時

〈注；プロ グラム運転からは定値連転にしか移れません〉

①

②

操作 後の表示／操作手順

□ 亡 苗
．ヒ．ク

眈 □； 璽◎一
誠メ’ユ・ ◎ ◎ 匡１三ヨ

実 行

〈例；２００℃に設定する〉

種£標度〕唖

匡ヨ キーを押す

◎ ◎ キーの何れ

か 一方を押す

説 明

・ プ ロ グ ラ ム 連 転 中 に 「運 転 メ ニ ュ ー 」 キ

ー を 押 し て く だ さ い
．

→ 「定値１連転」 での 「目漂設定温度」 の 設

定 モ ー ド に な り ま す．

→サブ表示器は前回の定 値連転時の 「目漂

設 定 温 度」 の 点 滅 表 示 に 替 わ り ま す．

例 ； 左 項 で は 前 回 の 設 定 温 度 は １ ６ ０ ℃

で あ る こ と を 示 し て い ま す
．

・ 「 ▼ 」 キ ー か 「 ▲ 」 キ ー を 押 し て
、 サ プ

表 示器の値を所望する温度に変 更してく

だ さ い 。

＊ 変更しない場合は、 手順③に 進ん でく だ

さ い ．

③

□［施 ● ヒ．ク

眈 □ 垂 ◎・・

更ヨ ◎④ 匡１≡ヨ
実 行

国 キーを押す
・ 所 望 の 設 定 温 度 に 合 わ せ ま し た ら

、
「 実

行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

→ 「実行」 キーを押 した時点で 実行中の プ

ログラムは強制的に終了 し、 定 値連転 に

切 り 替 わ り ま す．

→サブ表示器の設定温度が点滅 から点灯 に

替 わ り
、

定 垣 連 帳 を 屏 始 し ま す．

→ 「 プ ロ グ ラ ム 連 転 」 ラ ン プ が 消 灯 し 「 定

置連転」 ラ ンプが点 滅から点 灯に替わ り

ま す．
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他の運 転モー ドに移クたい時

プログラム運転から他のプログラム運転に移りたい時

プ ロ グ ラ ム 連 転 中 （ 実 行 中
・

連 転 開 始 待 ち の 状 態 お よ び 運 転 終 了 時 ） ぼ
、

「 実 行 プ ロ グ ラ ム 番 号 」 と ｒ 運 転 開 始 待 ち

時間」 を変更することができます・ プログラム連転中に他の プログラム連転に移 りたい 時も しく は運転 開始待ち時間

を 変 更 し た い 時 に は、 以 下 の 操 作 を 行 っ て く だ さ い．

①

操作後 の表示／操作手順

□匠嵩
● ヒ ー タ

賦□璽舳
匿ヨ ◎ 匡≡ヨ

国

◎ ◎ キーの呵れ

か一方を押す

説 明

・ 「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 して く だ さ

い
．

→ 実 行 プ ロ グ ラ ム の 選 択 モ ー ド に な り、 メ

イ ン表示器 は現在 実行中の プログラム番

号 目 （例；プログラム２番）

を 点滅表示 します。

→サブ表示器は 団 を表示します．

②

□匠嵩 ● ヒ ー 争

賦 口 蔓鉋・一

匡ヨ ◎ 匡三ヨ

国

◎ ◎ キーの呵れ

か一方を押す

ホ 『 連 観 扇 始 待 ち 時 同」 の み

変真される易合 は、 手順②

ほ省略し手順③ に進んでく

だ さ い 。

→ 実 行 プ ロ グ ラ ム が 複 数 存 在 す る 場 合、

「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 す と メ イ ン

表示器は実 行可能な プロ グラム の番号を

順 繰 り に 点 滅 表 示 し ま す．

・ メ イ ン 表 示 器 に 実 行 し た い プ ロ グ ラ ム の

番号 匠 三＝ ヨ （例；プログラム３の

意 味） を 点 滅 表 示 さ せ て く だ さ い．

③

④

⑤

亟種 ⑳ キーを押す

〈 例 ； ２ 時 間 ３ ０ 分 後 に 連 転 を 開 始 す る 〉

編定‘量函回
□［麺

○ ヒ ー タ

目１１１二［聾 璽④一

璽ヨ ⑰◎ 匡ヨ
実 行

◎ ◎ キーの阿れ

か一方を押す

固 キーを押す

「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→ こ の 時 点 で、 現 在 実 行 中 の プ ロ グ ラ ム は

停 止 し、 待 機 ラ ン ブ が 点 灯 し ま す．

→メイ ン表示器は、 旺 匝 囮 の点滅

表 示 に 替 わ り、
「 運 転 開 始 待 ち 時 問 」 の

設 定 モ ー ド に な り ま す
．

＾

・ 「 ▼ 」 キ ー か 「 ▲ 」 キ ー を 押 し て メ イ ン

表示器の値を所望の 「連転開始待ち時間」

に 変 更 して く だ さ い
．

＊時間の設定範囲は 『プログラム 運転の し

か た』 の ⑤ 項 （ ：＝デ １ ３ ぺ 一 ジ） を

参 照 して く だ さ い．

・ 「 実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→変更 したプログラムの運転開始待ちの状

態 に 入 り ま す．

→メイ ン表示器は現在の 測定温 度を表示し

ま す ．

→サ ブ表示器は運転開始までの残り時間を

表 示 し ま す
．

→ ｒ 待 膿」 ラ ン プ が 点 滅 表 示 し、 連 転 開 始

待 ち の 状 態 で あ る こ と を 知 ら せ ま す
．

→ 「 プ ロ グ ラ ム 運 転 」 ラ ン プ が 点 滅 か ら

点 灯 に 替 わ り ま す．
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機 能 メ ニ ュ ー の 使 い か た ｌ Ｉ砺

メニューの内容

・ 機 能 メ ニ ュ ー に は 次 の よ う な 機 能 が 搭 載 さ れ て い ま す． こ こ で は 各 侵 能 を 呼 出 し た 時 の 表 示 内 容 と、
機 能 の 簡 単

な説明を しま すので、 設 定および入力 方法については、 それぞれの 繧能説明の項を参照してく ださい．

操作後 の表示／操作手順 説 明

くツープξ§示 切一換 撮 能 〉 １ ・ 「機 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

画 Ｉ１ →連 伝中に押した身合は、 サブ表示切換の

け プ麦示切換
Ｉ

理 １
匡 ヨ キーを押す

選択モードの表示内容になります．
モー ドの表示 舳 Ｉ

①

（（ ア２１ぺ一 ジ 『サ プ表示切換の使い
Ｉ

一 ■ ■ ・ ・ … 一 一 一 一 ・ … 一 一 一 一 Ｊ
か た 』 を 参 照 し て く だ さ い ． ）

く温度 アリセ ット撮能〉 ■ →待機中かプログラム連転終 ア時に押した

画 □Ｉ 身 合 は
、

プ リ セ ッ ト 温 度 の 登 録 モ ー ド の

《アリセット沼 厘蚤崖
１

亜 Ｉ
表示内容になります． （：：＝１ア２６ぺ一ジ

モードの表示 〃 １ 『プ リ セ ッ ト 温 度 の 登 録 の し か た』 を 参
Ｉ

Ｉ
照 して く だ さ い

．

く パ ネ ル キ ー ロ ッ ク 撮 能 〉
・ 「 ▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 阿 回 か 押 し て

く だ さ い ．

〔 壷 ［ 壷

□； 聾
もしくは

［ ； 茗

◎ ◎ キーの何れ
→パネルキーロック選択モードになります．＊ パ ネ ル キ ー ロ ッ ク と は、 連 転 中 や 待 僚 中

か一方を押す に誤って 設定が変更されないための 防止

膿 能 で す．
「Ｏ Ｎ」 に 設 定 さ れ て い る 時

《バネルキーロック 《パネルキーロック は、
「 優 能 メ ニ ュ ー 」 キ ー 以 外 は 受１テ 付

偉除時の表示内鋤 設定時の麦示内醐 げま せん． （：＝＝１デ２２ぺ一ジ 『パネルキ
一 ロ ッ ク の 設 定 と 解 除 の し か た』 を 参 照

し て く だ さ い ．

〈 榎 集 時 厨 表 示 機 能 〉
・ 「▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 阿 回 か 押 し て

く だ さ い ．

② 憂 ◎ ◎ キーの阿れ
→積算時閻表示モードになり、メイン表示

５０ 調；蝸点の鵬珊〉 か一方を押す

器は 匠 こ こ 司 （・・… １１ 舳 ・：積算

の 略） の 点 滅 表 示 に 替 わ り ま す
．

→サ ブ表示器は現時点ま での電 源ＯＮ状態

《 １ 万 時 問 を 越 え た 場 合 の 表 示 方 法 》
の 積 算 時 間 表 示 に 替 わ り ま す．

［二二 囮 →１００５０時 間
＊積 算時間は１時間単位で最犬４９９９９

［ 亙 →２０ ０５０ 時間
時間まで積算表示でき ます． （ただ しリ

セ ッ ト は で き ま せ ん）

［二＝黎 →３０ ０５０ 時間 ＊９９９９ 時間を越えた場合は、 左項の例

［二二１珂 →４０ ０５０時間 のように、 １ 万時問を越える度に各 桁の

ド ッ ト ボ イ ン ト が 順 に 点 灯 し ま す． （ ド

ッ ト ボ イ ン ト １ つ が １ 万 時 聞 の 意 味）
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機 能 メ ニ ュ ー の 使一い か た

メニューの内容

・ 機熊メニューには次のような繧能が搭載されていま す・ ここでは各機能を 呼出した 時の表示内容と、 膿能の簡単

な 説 明 を し ま す の で
・

設 定 お よ び 入 力 方 法 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 機 能 説 明 の 項 を 参 照 し て く だ さ い．

②

操作後の表示 ／操作手順

く異宥時ピー ア音Ｏ〃／Ｏ Ｆ戸暁 虚〉

亜 画
□ 望

もしくは□；茗
《異富時ヒ

’
一プ音 《異常時ヒ’一プ音

雇勝跨の表示内雰》 設定時の表示内客》

く ア ロ グ ラ ム 入 力 ・ 冴 集 援 能 〉

團
もしくは口 ～

僚；度存アログラム２‡〉

《既存プログラム が 《班存プログラム が

崇い酵の麦示内雰》 ある時の麦示〃》

くアログラム 削除機能〉 岬 出し制限有 い

～

僚１癖プログラム 躰〉

く ホ ーノレ ド 携 能 〉 ＊呼出し制限有り＊

旺亟 匠亟
□； 雪 もしくは

［ ； 憂
《解除状態の麦示内客》 《設定状想の麦示内雰》

◎ ◎ キーの何れ

か一方を 押す

◎ ◎ キーの阿れ

か一方を押す

◎ ◎ キーの阿れ

か一方 を押す

◎ ◎ キーの阿れ

か一方を押 す

説 明

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 何 回 か 押 して

く だ さ い
．

→ 異 常 時 ビ ー プ 音 Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 選 択 モ ー ド

に な り ま す．

＊ こ の 優 能 は、 装 置 に 異 常 が 発 生 し た 時 に

プザー警報を行うか否 かを選択する侵能

です。 （（ ア２３ ぺ一 ジ 『異常時ビー プ

音の設定と 解除の しかた』 を参照してく

ださい・ ひ

・ 「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 何 回 か 押 し て

く だ さ い
．

→ プ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 モ ー ド に な り ま す．

（（デ３２ ぺ一 ジ 『ブログラムの入力～

編 集 の し か た 』 を 参 照 し て く だ さ い． ）

→アログラム が何も入力きれていない場合、

サブ表示器は Ｅ＝＝＝ヨ を表示します．
→ 既 に ア ロ グ ラ ム が 入 力 き れ て い る 場 合 は

、

サ ブ表示器は入力済みの プログラム本数

を 表 示 し ま す。

・ 「▼ 」 キ ー か 「 ▲」 キ ー を 阿 回 か 押 し て

く だ さ い ．

→ プ ロ グ ラ ム の 削 除 モ ー ド に な り ま す．

（ ３ ４１ぺ・ジ 『ブロ グラムの削除の ひ
し か た 』 を 参 照 し て く だ さ い

． ）

＊ こ の 優 能 は
、

プ ロ グ ラ ム が 入 力 き れ て い

る 時だけ僅います． 何も入力されて いな

い 時 は
、 表 示 さ れ ず に 次 の 僚 能 の 選 択 モ

ー ド に 移 り ま す．

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 阿 回 か 押 して

く だ さ い
．

→ ホ ー ル ド 繧 能 の 選 択 モ ー ド に な り ま す．

〈（デ２４ ぺ一 ジ 『ホールド機能の設定

と 解 除 の し か た 』 を 参 照 して く だ さ い
． ）

＊ ホ ー ル ド と は
、 設 定 し た 時 点 の 温 度 を 県

持 す る 機 能 で、 ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ ァ

連帳、 アログラム 連伝の実行申かアログ

ラム連伝厨始待ちの待 機状抵でのみ呼出

す こ と が て き ま す． こ れ 以 外 で は 表 示 さ

れ ず に 次 の 繧 能 の 選 択 モ ー ド に 移 り ま す
。
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機 能 メ ニ ュ ー の 使 い か た ｌ ｏ・

メニューの内容

・侵能メニュ ーには次のような携能が搭載されています。 ここでは各 携能を呼出 した 時の 表示内容と、 膿能の 簡単

な説明を しますの で、 設定および入力方法については、 それぞれの 携能説明の 項を 参照 してく ださい．

操作後 の表示／操作手 順 説 明

くエ ス ケ ー ア 撮 能 〉 ・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 何 回 か 押 し て

く だ さ い ．

［ 亟 ◎ ◎ キーの何れ

→エスケープ繧能の蟄択モードになります。

②

＊エスケー プとは、 繧能の選 択を途中 で止

［ ⊆ ≡ コ か一方を押す
めたい時やブログラムの入力・編集をや
り直 したい時に活用する携能です．

《エスケーア績龍の表示内蓼》 （（ ア ２ ５ ぺ 一 ジ 『エ ス ケ ー プ 機 能 の 使

い か た 』 を 参 照 して く だ さ い． ）

２ ０



機 能 メ ニ ュ ー の 使 い か た 刃 の１

サプ表示切換の使いかた

・ ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 連 転 や プ ロ グ ラ ム 連 転 の 実 行 中 は
、 サ プ 表 示 器 の 表 示 内 容 を 切 換 え る こ と が で き ま す．

ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 運 転 実 行 中 の 場 合 は、
「 設 定 温 度 」 、

「運 転 停 止 ま で の 残 り 時 間」 を
、 プ ロ グ ラ ム 運 転

実 行 中 の 場 合 は
・

「設 定 温 度」 ・
「実 行 セ グ メ ン ト の 終 了 羊 で の 時 間 」 ・

「実 行 セ グ メ ン ト の 内 容 」 、
ｒリ ビ ー

ト の 残 り 回 数 」 （ リ ピ ー ト 連．転 実 行 中 の み 可 能 ） を そ れ ぞ れ 選 ん で 表 示 す る こ と が で き ま す．

操作後 の表示／操作手順 説 明

・ ク イ ッ ク オ ー ト ス ト ッ プ 連 転 や プ ロ グ ラ

画 国 キーを押す

画

ム連転の実行中に「機能メニュー」キー
を 押 し て く だ さ い

．

① →サプ表示切換の選択モー ドになり、 メイ

《例∫設定握厘表示モード ン表示器は 囮 （ｌｉ・・１・ゾ 表

になっている時の表示内客》
示の略） を点滅表示 しま

三・ ◆
→サブ表示器は、 現時点で設定されている

モー ドの内容を表示 しま す．

「実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い．

② 亟 固 キーを押す

回

→サブ表示の設定モードになり、メイン表
示器はそれまでサブ表示器 に表示されて

いた内容の点滅表示に替わります．

→サブ表示器は 唖 を表示します．

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 し て く だ さ い

画 ◎ ◎キーの阿れ
⑰ □ ； 璽 か一方を押す

→キーを押す度にメイン表示器はそれぞれ

Ｅ 旺 亘 （。。、ｔ：残り時間の略）、

区 巫 （川 榊、・舳ｔ：案行プ

［ 亜 恥 匹 亟

［匡 璽 ぐ ⇒ □； 璽

○グラム、実行セグメントの略）および

③
［ 囲 を順繰りに点滅表示します．

傘
＊ ブ ロ グ ラ ム の リ ピ ー ト 運 転 を 行 っ て い る

場 合 は、 リ ピ ー ト の 残 り 回 数 も 「▼ 」 、
「▲ 」 キ ー で 表 示 さ せ る こ と が で き ま す．

表示内容は ［≡：こ 亜 （ 岬・・ｔ・・Ｈｔ

：残リ ピー ト回数の略） を点滅表示 し

ま す
．

く 笑 行 プ ロ グ ラ ム 表 示 を 設 定 し た 易 合〉 ・ 所 望 の サ プ 表 示 内 容 に 合 わ せ ま し た ら
、

「 案 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

［ 画
函 キーを押す

～ ５

→メイン表示器は、現在の測定温度を表示

④ します．
→ サ ブ 表 示 器 は、 設 定 し た 表 示 内 容 を 表 示

罰：実行中の 構；実行中の
し ま す．

プログラム看号〉 セクメント呑号〉 例 ； 左 項 は、 案 行 プ ロ グ ラ ム、 案 行 セ グ

メ ン ト の 表 示 を 設 定 し た 場 合 で す．

ひ

２ １



機能メニ ューの 使いかた

パネルキーロックの設定と解除のしかた

・ パ ネ ル キ ー ロ ッ ク は、
連 転 中 や 待 携 中 に 誤 っ て 設 定 が 変 更 さ れ な い た め の 防 止 機 能 で す．

「Ｏ Ｎ 」 に 設 定 さ れ て

い る 時 は、
「 機 能 メ ニ ュ ー 」 キ ー 以 外 は 受 け 付 け ま せ ん

．

操作後の表示／操作手順 説 明

くミ隻ｊきサ■る 男 合 〉 〈 格 除 サーる 易 合 〉 １
Ｉ＊ 携 能 選 択 を 行 う

・ 機 能 メ ニ ュ ー で 「 パ ネ ル キ ー ロ ッ ク」 の
■

■

巫 蜘 画 １ 二ζ麦ユ
・の内容』

□；≡雪 ⇔ ［⊆； 茗 １ （例 ・ぺ一ジ）
１

選択モードを呼出してください．
① →サブ表示器はキーロックを設定する場合

［ 巫 ヨ を、解除する場合、［二二三司
を 表 示 し ま す．

く設定 する 易合〉 く〃除 する易 合〉 ： ・ 「実行」 キ ーを押してください．

②
［ 画 〔 憂 １ 困 キー１押す
□ 重 □ 璽 ：

→パネルキーロック設定／解除モードにな
り ま す．

→サブ表示器は 匡二≡ 莇 の表示に替わり
１

１
ま す ．

く設定する身合〉 〈原蛉すろ場合〉Ｉ

〔 ヨ ・
細 画 １ 鷺 ㌶

呵れ

□ 璽 く ⇒ 口 亘 ＝
一

・設定する場合は「ＯＮ」に、解除する場
合 は ｒ Ｏ Ｆ Ｆ」 に 合 わ せ て く だ さ い。

③ 「 ▼ 」 キ ー か 「 ▲」 キ ー を 押 し ま す と、
ｒＯ Ｎ 」 「Ｏ Ｆ Ｆ」 を 交 互 に 点 滅 表 示 し

１ ま す ．
１

・ 「実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い
．

→ パ ネ ル キ ー ロ ッ ク は 所 望 の 状 態 （ ロ ッ ク

④
く 燃 メニ

ニ
ー 蜥

国 キーを押す
餉 の表示内答〉

状態もしくはロック解除状態）になりま
す 。

→ 表 示 内 容 は、
「機 能 メ ニ ュ ー 」 キ ー を 押

す 直 前 の 状 態 に 戻 り ま す．

一 一 ■ … 一 ・ 一 一 ・ ■ ・ … 一 ■ ・ 一 一 一 ・ 一 一 一 ・ ・ … 一 一 ・ ・ 一 一 一 ・ … ． ■ ■ ・ ■ ・ 一 ・ ■ 一 一 一 ■

く キ ー ロ ッ ク 状 態 を 確 認 す る に ほ 〉 ・ 「僚 能 メ ニ ュ ー 」 以 外 の キ ー を 押 して く

⑤ 匡 ヨ キーを押す ださい．
→サブ表示器は 匡＝≡ 盤 を点滅表示しま

す
．

２２



機 能メニュ ーの 使いかた

異常時ビープ音の設定と解除のしかた

操作後の表示／操作手順

①

〈妻定する場合〉 く原除 する易合〉 １

亟 蜘匪璽
［⊆…璽 一 □；壷

１＊ 機 能 選 択 を 行 う

１ ニニ麦ザの内容』

１ （：＝＝デ １ ９ ぺ 一 ジ）
Ｉ

②

く妻定する場合〉巫
［璽

く 解β会づ』る 易 合 〉
■

〔 憂 １ 国 キーを押す理

③

く 設三きづ』る 易 台■〉 く ” 徐 サ１る 場 合 〉 １

〔ヨ蜘 匝
［璽 一□；璽

◎ ◎ キーの何れ

か一方を押す

④ く凝鰐メニューを仰す

直前の表示内審〉

⑳ キーを押す

説 明

・ 機 能 メ ニ ュ ー で ｒ 異 常 時 ビ ー プ 音」 の 選

択 モ ー ド を 呼 出 し て く だ さ い．
⇒サブ表示器はその 時点にお げるビー プ音

の状態を表示します・ ［ 正 臼 なら

解除状態、［二二こヨなら設定状態です．

・ 「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→異常時ビー プ音の設定／ 解除モー ドにな

り ま す
．

→サブ表示器は 固 の表示に替わり

ます・ ◆

・ 設 定 す る 場 合 は 「 Ｏ Ｎ」 に、 解 除 す る 場

合 は 「 Ｏ Ｆ Ｆ」 に 合 わ せ て く だ さ い．
「▼ 」 キ ー か 「 ▲」 キ ー を 押 し ま す と、
「Ｏ Ｎ」 「Ｏ Ｆ Ｆ」 を 交 互 に 点 滅 表 示 し

ま す ．

・ 「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

→ 表 示 内 容 は、
「膿 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押

す 直 前 の 状 態 に 戻 り ま す．

◆

２ ３



機能メニュ ーの使いかた

ホールド機能の設定と解除のしかた

①

②

③

④

操作後の表示／操作手順１

く設定 する場合〉 〈解除する場合〉 ｌ
ｌ＊ 膿 能 選 択 を 行 う

匠 亟 ◎ 細 匠 亟 １ ・メニー一の内容・
［⊆聾 ⇔ □；茗 １を参照

１ （ （デ１９ぺ一 ジ）

くミ隻三ぎラ』る 場 合 〉ヱ画
く豚除する易合〉コ唾 １ 区 建 キーを押す

く三窒三ぎす一る 易 合 〉 く 原 除 す る 身 合 〉 １

［ ヨ 蜘 画
＝◎◎キ・の呵れ

□ 璽 わ □ 璽 か一方を押す

くミ窒ｊきした 場合〉

ｏ 「 〔
’ ｏ Ｕ

例；実硝の服 服〉

く豚除した身 合〉 １

：
く鵬メさ□鮒 ： 固 キーを押す

亘”の表示府答〉Ｉ

＝

説 明

・ 機 能 メ ニ ュ ー で 「 ホ ー ル ド 機 能 」 の 選 択

モ ー ド を 呼 出 して く だ さ い
．

→サブ表示 器はその時点におげるホール ド

状態を表示します． ［二１≡こ１１＝日 なら解除

状態、［二二≡こ≡≡］ なら設定状態です．

・ 「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→ホ ール ド機能の設定／ 解除モー ドになり

ま す ．

→サプ表示器は 囮 の表示に替わり

ま す．

・ 設 定 す る 場 合 は 「Ｏ Ｎ」 に、 解 除 す る 場

合 は 「Ｏ Ｆ Ｆ 」 に 合 わ せ て く だ さ い
．

「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し ま す と、

「 Ｏ Ｎ」 「Ｏ Ｆ Ｆ 」 を 交 互 に 点 滅 表 示 し

ま す．

・ 「実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

〈ホ ールド状必 の身合〉

→ メ イ ン 表 示 器 は、 ホ ー ル ド 膿 能 を 実 行 し

た 時点の測 定温度を 表示します．
→サプ表示器は口 歴 の点滅表示に替

わ り ま す ．

くホールド原 除の易合〉

→ 「膿能メ ニュー」 キ ーを押す直 前の状態

に 戻 り ま す．

２ ４



機能メ ニュ ーの使い かた

エスケープ機能の使いかた

エ ス ケ ー プ 機 能 は・ 機 能 メ ニ ュ ー 呼 出 し の 中 断 や・ プ ロ グ ラ ム 入 カ ・ 編 集 操 作 の 中 断、 や り 直 し に 使 い ま す．
’ エ ス ケ ・ プ を 呼 び 出 せ る モ ー ド は・ プ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 時 の 「プ ロ グ ラ ム 番 号 設 定 モ ー ド」 、 プ ロ グ ラ ム

編 集 時 の 「セ グ メ ン ト 設 定 モ ー ド」 、 プ ロ グ ラ ム 削 除 で の 「プ ロ グ ラ ム 削 除 モ ー ド」 で す
。

エスケー プを呼 び出 し・
「実行」 キーを押 しますと、 設定操作の直前の状態に戻り ます．

△注意
２ つ 以 上 の セ グ メ ン ト や ル ー プ 命 令 の や り 直 し は で き ま せ ん． 注 意 して く だ さ い．

操作後の表示／ 操作手順 説 明

く擦能メニューの呼苗し擦作中仁呼苗す場合〉

匡≡ヨ キーを押し

た後に、 ⇒

◎ ◎ キーの阿れ
か一方を押す

画亘
くプログラムλ力・扮集時に呼出す場合〉

くプログラム 番号設定モー ドの時〉

匠 こ ］ ◎か◎キーを押す

烹
グルト，，本〉

＼ 亟
・セグメント設定モードの時・ □ ≡ コ

匡〔］ １７

モ 烹
榊、

・１・１－１１ｌ

くプログラム蔚徐モー ドの時〉

目画
◎か◎キーを押す

圧 磨１⇒ □≡コ

・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ 一 ＝ ・ ・ 一 一 ・ 一 一 ・ ■ 一
σ

・ 「 膿 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 し て 機 能 選 択 一

モ ー ド に し、
「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を

押 し て く だ さ い
．

→メイン表示器は ［ 昌 コ を点滅表示

し ま す ．

・ 「案 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→優能選択モー ドは解除され、 設定操作の直

前 の 状 態 に 戻 り ま す．

◆

２ ５



機能メニュ ーの使いかた 駆
プリセット温度の登録のしかた

・ 温 度 の 登 録 は リ モ ｝ ト 連 伝 時 （ オ ア シ ョ ン 仕 機 ） お よ ぴ 異 常 時 以 外 は い つ で も 登 録 が で き ま す．

登 録 さ れ る 場 合 は、 以 下 の 手 順 に 従 っ て 正 し く 行 っ て く だ さ い．
・ プ リ セ ッ ト 温 度 は 最 犬 １ ０ 個 ま で 登 録 で き ま す

．

操作後の表示／ 操作手 順 説 、 明

Ｉ
く 連 転＝中 に 押

一し た 身 合 〉
１

・ 「繧 能 メ ニ ュ ー．」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

１ く運帳中に押した易合〉

巫 １

［ 璽 １

→サプ表示切換の選択モードになり、メイ
ン表示器は 唖 （ｌｉ・・１・ヅ 表

示 の 略） を 点 滅 表 示 し ま す．
１

Ｉ
→サプ表示器は 匡 互 ヨ（ｔ㎝ｐ：温度の

Ｉ 略） を 表 示 し ま す．

① 一 ・ 一 ■ 一 ・ ■ 一 一一 “ ・ 一 ・ ■ 一 一 ・ 一 → 匡 ≡コ キ ー を 押 す

く 待 機 中 か ア ロ グ ラ ム 柊 ア 時 に 押 し た 時 〉１

・ ■ ■ ・ ・一 ・ 一 一 ・ ． 一 ・ 一一 ・ ■ ■ … 一

く待撮 中か プログラム終 了時 に押した場合〉
１

１

厘 黎 １

→プリセット温度の登録モードになりメイ

ン表示器は 匠 Ｅ 囲 （・・… ｔｔ・岬

□ ； 璽１ １
：プリセット温度の略）を点滅表示しま
す

．
■

約１秒
１ 、

約１秒
１

→サブ表示器は、 既に登 録さ れている温度

■
を 低 い 順 に 約 １ 秒 間 隔 で 表 示 し ま す．

匠 画 画 黎 １

□； 国 桑 □； 璽 １

なお、プリセット湿度が存在しない場合
はサブ表示器は Ｅ：≡：コ を表示します．

１
〈例：ｌＯＯ

，
１７０

，
１ ９ ０℃ １

＊ こ の 場 合 は、 そ の ま ま 手 順 ③ に 進 ん で く

が登録されている時〉 Ｉ
だ さ い．

②
く サ プ 表 示 切 換 モ ー ド に な っ た 易 合 〉 ・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 阿 回 か 押 し て’ ■ ・ ・ ‘ ． ． ． ・ ． … ■ ． ’ ． ． ． 、

ｌ １

一 ．

１ 画 １ ⇒
匪 亟 ◎ ◎キー 舳

１ □ 璽 １ □； 璽 か一方を阿回か押す

メイン表示器に 囲 を点滅表示
さ せ て く だ さ い．

ｌ ｌ

■ Ｉ
＝ け プ表示 脳 の表 利 ＝
Ｌ 一 ・ ・ ． ・ ・ ． ・ ． ・ 一 ・ ． ． ． ・ ‘ 一 １

く蛋黛済みの担屋の故が９ 価以 下の場合〉■
■

・ 「 実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い
．

Ｅ コ １

□ 璽 ：

く蚤録済みの温度の裁が９偲以下の場合〉
→プリセット温度の登録モー ドとなりメイ

ン表示器は Ｅ 三 ≡コを点滅表示しま

１

・

す
．

Ｉ
ｌ

→サブ表示器は 匝 を表示します．

③ ・ 手 順 ⑥ に 進 み 温 度 を 登 録 し て く だ さ い ．… … … … 一一 … … → 国 キーを押す

く萱録済みの担虜の籔 がヱ０ 価の弓合〉 １

・一・一・・一■一・■■一・・．・… 一一

く登録済みの担度の致 がヱ０個一の場合〉
■

’ ｎ 〔 １ → プ リ セ ッ ト 温 度 の 上 書 き 選 択 モ ー ド と な

ｓ Ｕ ｕ ｌ

［ 亜 １

１

り、メイン表示器は既に登録されている
温 度 を 点 滅 表 示 し ま す．

Ｉ
→サブ表示器は 園 コ（Ｆ肌Ｌ：満杯の

僚；登蜥みの服１
Ｉ

ｌ

意 味 ） を 表 示 し ま す．

１

２ ６



機能メニューの使いかた 醒 醒 盟

プリセット温度の登録のしかた

操作後 の表示／操作手順

④

く 登 録δ芋。みク）温 度ク）籔カ∫９ 価 以 １「ク）身 合 〉

く蚤録済みの温度の籔がヱ０価の身合〉

１舳１１１１１服 ！９ ０ ◎ ◎ キーの呵れ

［ 蔓 コ か一方を押す

⑤

く登録き茅みのミ温皮の通カξ９ ”以１Ｆの場合〉

く 登 録δ子。みク）担 度６つ 籔カξヱ ０ 四 の 易 台・〉

三理 国 キーを押す

⑥

〈 例 ； １ ６ ０ ℃ を 登 録 す る 〉

玉理 ◎ ◎ キーの何れ

か一方を押す

⑦
、困 キー を押す

説 明

＊ こ の 手 順 は 必 要 あ り ま せ ん．

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 上 書 き

し て 艮 い プ リ セ ッ ト 温 度 を
、

メ イ ン 表 示

器 に 点 滅 表 示 さ せ て く だ さ い
．

例：左 項では上書き して良い温度と して

１ ９ ０ ℃ を 選 択 し て い ま す。

＊ こ の 手 順 は 必 要 あ り ま せ ん．

・ 「実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い。

→プリセッ ト温度の登録モードと なりメイ

ン表示器は Ｅ 三 コ を点滅表示しま

す
．

→サプ表示器は 口韮二１田 を表示します．

・ 「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て 登 録 し

た い 温 度 を
、

メ イ ン 表 示 器 に 点 滅 表 示 さ

せ て く だ さ い．

例 ； 左 項 は １ ６ ０ ℃ を 登 録 す る 場 合 で す．

「 実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→ 「 繧 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 す 直 前 の 表 示

（手順 ①を行う直前） に戻ります．

く以上て畳壕は岩アてす〉

◆

２ ７



機能メ ニュ ーの 使いかた 翻
プリセット温度の呼出しかた

プ リ セ ッ ト 温 度 は、 定 値 連 転 や プ ロ グ ラ ム 入 力
、

編 集 で の 「 目 漂 設 定 温 度 」 の 設 定 時 に 呼 出 す こ と が で き ま す．

操作 後の表 示／操作手順 説 明

く定衝坦転ての設定時に呼苗す場合〉
・ ． 一 ■ ■ ・ ・ 一 一 一 一 ■ ・ ・ 一 ・ ・ 一 一 一 ． ・ 一 １Ｉ 一 ・ ■ … ■ ・ 一 ・ ・ ■ 一 ・ ・ 一 一 一 ・ ・ 一 … 一 一 一 一 一 ・ 一 ・ ・

■

Ｉ
・ 「 ▼」 キ ー と 「４ 」 キ ー を 同 時 に １ 秒 以

①
５ ０ ： ◎ ◎ キーを同時

上押してください．
．
１ に １ 秒 以 上 押 す

→ プ リ セ ッ ト 温 度 の 呼 出 し モ ー ド に な り
、

錆；服 服５０℃〉 川 ｏ サプ表示器は登録されて いる温度を点滅
Ｉ

調；登蜥みのブリセ 州 度〉 １
表 示 し ま す．

Ｉ
〈 例 ； １ ７ ０ ℃ を 呼 出 す 〉 Ｉ ・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て

、 サ プ

１

［ 瓦 ： ◎ ◎ キーの何れ

回
Ｉ
． か一方を押す
１

表示器に呼出したい温度を点滅表示させ

② てください．
例 ； 左 項 は １ ７ ０ ℃ を 呼 出 し て い ま す．

・

１

Ｉ

Ｉ

［ 〕 ：

□ ； 国 ： 匿 ） キー１押す

Ｉ

・「実行」キーを押してください。

③
→呼出 した温度を 目震に、 定値運転を 開始

し ま す．

Ｉ

Ｉ

２ ８



機能メニュ ーの 使いかた プ’セゾ こ

プリセット温度の呼出しかた
’ プ リ セ ッ ト 温 度 は

・
定 値 連 転 や プ ロ グ ラ ム 入 力・ 編 集 で の 「目 票 設 定 温 度」 の 設 定 時 に 呼 出 す こ と が で き ま す．

操作後の表示／操 作手順 説 明
一 一

くプログラムスカ、 桁集時仁呼苗す場合〉
■ ・ ＿ ・ … 一 ■ ・ ・ 一 一 ・ 一 ■ 一 ・ ・ 一 一 一 一 ， ・ 一 一 ■ ・ ・

．
■ ■ 一 ■ ・ 一 一 一 一 ・ 一 ■ ・ 一 一 ・ ・ 一 ・ ・ 一 一 一 一 ・ 一 ■

く例’；セ グメント１ 熾 命 る時〉 １ ・ランプレペルを入力する 時点 （サブ表示
１
・ ・ “ “ 一 ． ・ ・ ． ・ ・ ． ． ・ 一

１ １

．・ １’「 ｎ ｌ ！ ｎ １
◎ ◎ キーを同時

□ 聾 雪 １ に１秒以上押す

器に ［≡ヱニ＝コ例；セグメント１でのラ
１

■

①
■

ｏ ｏｕ ：
１ 一一〉

コ Ｉ
１１
１

ンアレペルを表示） で 「▼」 キーと 「▲」
一

Ｉ

Ｉ
Ｉ
一

キ ー を 同 時 に １ 秒 以 上 押 し て く だ さ い．
．

・

Ｉ

１

例；鯛の誠 服〉 ： 調；瑚 榊の １
→ プ リ セ ッ ト 温 度 の 呼 出 し モ ー ド に な り

、Ｉ
ｋ 附 餉の表 榊 １ アリセ州度１ １

メイン表示器は登録されている温度を点

Ｉ一 ． ・ ・ ． ‘ 一 ■ ・ ・ ・ ・ … 一 一 ‘

滅 表 示 し ま す
．

ｌ
ｌ →サプ表示器は 匡 団 に替わります．

く例；１９０℃を呼出す〉 ｌ
Ｉ

［ 画 １
◎ ◎ キ■の何れ

□ 璽 １
か’方を押す

．・。、キーか ・。」キーを押して、メイ
◆

ン表示器に呼出 したい温度を点滅表示さ

② せて ください．
例 ： 左 項 は １ ９ ０ ℃ を 呼 出 し て い ま す．

ｌ

Ｉ

１

Ｉ

・

Ｉ
・ 「 実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い ．

、、
１ 固 キーを押す

久Ｕ ■

→ランプレペル（目漂設定温度）は呼出し

た 温 度 に 変 更 さ れ
、 メ イ ン 表 示 器 は 前 回

□ 茎 コ ：

設定されているソーク時間（ランプレペ

③
ルの保持時間） の点滅表示に替わり、 ソ１

例；湘セグメント１に誠されていたソーク珊〉 Ｉ
一 ク 時 間 の 設 定 モ ー ド と な り ま す．

ｌ
ｌ

→サプ表示器は、 匪 二ニコ （例；セ グメ

１
ント１でのソーク時間の意味） の表示に

Ｉ

Ｉ

Ｉ

替 わ り ま す．

・ プ ロ グ ラ ム の 入 力 方 法 は
、

・プ ロ グ ラ ム
◆

Ｉ

１

１

の 入 力 の し か た』 （ （ デ ３ ２ ぺ 一 ジ ～ ）

を 参 照 し て く だ さ い
．

プリセット温度呼出しの取り止めかた

プ リ セ ッ ト 温 度 の 呼 出 し は
、

「実 行」 キ ー を 押 す 前 で あ れ ぱ す ぐ に 取 り 止 め る こ と が 可 能 で す． 以 下 の 手 順 で

行 っ て く だ さ い・ な お そ の ま ま 「実 行」 キ ー を 押 さ な く て も 約 １ 分 後 に 基 の 状 態 に 戻 り ま す。

操作後の表示／操作手順

①

く例； プロ グラム入力時に取り止めたい時〉

！ 珊 １ 中止 ！７０

［匡聾１⇒［亘コ
罰；拙した雛〉 ｌ

ｌ《呼螢した時の麦示例》１

〈因；萬回の竃定君度

ｃ呼出す亘就の麦示〃》

◎ ◎ キーを同時

に１秒以上押す

説 明

・ プ リ セ ッ ト 温 度 を 呼 出 し た 時 点 で す ぐ に

取 り 止 め た い 時 は、 も う 一 度 「▽ 」 キ ー

と 「▲ 」 キ ー を 同 時 に １ 秒 以 上 押 して く

だ さ い
．

→ 呼 出 す 直 前 の 温 度 設 定 モ ー ド に 戻 り ま す．

２ ９



機能メニュ ーの使い かた

プログラムの構成

ブ ロ グ ラ ム は、
『セ グメ ン ト』 と 『リ ピ ー ト 命 令』 の ２ 種 類 に 犬 別 さ れ ま す．

『セ グ メ ン ト』 は ｒ ラ ン プ 時 聞」 、
「 ラ ン プ レ ペ ル 」 、

「ソ ー ク 時 間」 お よ び 「 エ ン ド セ グ メ ン ト」 で 構 成 さ れ て い ま す．
ｒリ ビ ー ト 命 令 』 は ｒリ ピ

ー ト 開 始 セ グ メ ン ト」 、
「リ ビ ー ト 回 数 」 で 構 成 さ れ て い ま す．

説

くセグメントの内客〉

● セ グメ ン ト の 標 成 要
一
素

プ ロ グ ラ ム は セ グ メ ン ト 単 位 で 構 成 さ れ
、 各 セ グ メ

ン ト の パ タ ー ン は
、

次 の ３ つ の 基 本 要 素 を 設 定 して

決 め ま す．

①ランブレペル：目漂設定温度

②ランブ時間：ランプレペルに到違するまでの時聞

③ソーク時間：ランブレペルの保持時間

● 勾配連帳の身 合〈図ヱを参照〉

①ラ ンブ区問 （⑦） ではランプレペルで設定した温

度に向かって ランプ時間内の勾 配連転を行い ます．

② ソ ー ク 区 間 （ ⑦ ） で は
、

ラ ン プ レ ペ ル で 設 定 し た

温度をソーク時間で設定した 時間 だげ維持します．

→設定は次のような順序です． （３ ２～３７ ぺ一 ジ

『プ ロ グ ラ ム の 入 力 の し か た 』 を 参 照）

《セグメントヱヘのλカ”》

匝珂 ⇒匝珂 ⇒匝亟
□≡コ □≡コ □茎コ
て ラ ン プ 時 間） （ラ ン プ レ ペ ル ） 〈 ソ ー ク 時 聞 ）

●定率勾配連居を行わ ない 易合〈図２ を参照〉

① ラ ン プ 区 問 で、 ラ ン プ レ ペ ル に で き る だ け 早 く 到

達させたい場合は、ランプ時 剛こ 匠 囲 を

設 定 し ま す．

●勾配 連伝を連盾する 易合 く図３を 参照〉

①異なる定率勾 配連転を 違続して行う場合は、 先に

設 定するセグメ ント （セグメ ントＡ） のソーク時

間 を 「 Ｏ」 に し ま す．
（ソ ー ク 区 間 が な い 状 態 ）

●セ グメ ントに 貝するその他の貫素

①ウェイト携能 （右項のウェイ ト入力 例を参 照）

負 荷や外乱の影響で、 測定温度が目漂設定温度に

違 し な い 場 合 や 外 れ た 場 合 に、 目 冒 設 定 温 度 に な

るまで次の 区同に進まないよラ にする機能です．

ソ ー ク 時 間 入 力 後 に Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 設 定 し ま す．

② エ ン ド セ グ メ ン ト

新 規 プ ロ グ ラ ム の 入 力 を 完 了 す る 場 合 は、
最 後 の

セグメントのランプ時間に ［ 田 を呼出し

て 入 力 し ま す。 な お ５ セ グ メ ン ト 目 ま で ア ロ グ ラ

ム を 入 力 し た 易 合 は、 必 要 あ り ま せ ん．

明

ランプレペル

測定温度
⑦ソーク区同

・ ペ ル ・ 一 一 … 一 ・

⑦ ラ ン プ区同 Ｉ Ｉ
Ｉ １

Ｉ ■

１ １

Ｉ １

Ｉ
１ ■

１
１ １

ランプ時固 ソーク時同
時

く図コ 勾扇１暫の場合のセグメント馬念図〉

測定温度

ランプレペル

時間

｝ ＾

・ ．

◎ソーク区同

一

・

Ｉ

ｌ

１

●

一

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

■

．

喝

ソーク時同

▲

ランア時同（ 囲 ）撒

時間

く図２ 勾度１暫を行あをい場合のセグメント衛念図〉

測定温 度

ランブレペル

ランブレペル

セグメントＡ セグメントＢ

② ソーク区同

． ＿ ＿ ・ ＿ １

㊥ランプ区同Ｉ

㊥ ランプ区同 １
１

ランプ時同 ランプ時同 ソーク時同

時間

く図３ 勾扇坦広のセグメントをζ盾し尤場合の衛念図〉

６ウエイ ト機能Ｏ Ｎの入力 例》

ラン竺 亟
⇒

［ ヨ 次のニトヘ

□墓コ ［匪コ
（ソ ー ク 時 間 ） （ ウ ェ イ ト 機 能）

３ ０



機能；メニューの使いかたＺ 醜

プログラムの構成

プ ロ．グ ラ ム は、
『セ グメ ン ト』 と 『リ ピ ー ト 命 令』 の ２ 種 類 に 犬 別 さ れ ま す．

『セ グ メ ン ト』 は ｒラ ン プ 時 問」 、

「ラ ン プ レ ペ ル 」 、
「ソ ー ク 時 間」 お よ び 「 エ ン ド セ グ メ ン ト」 で 構 成 さ れ て い ま す．

ｒリ ピ ー ト 命 令』 は ｒリ ピ

ー ト 開 始 セ グメ ン ト」 、
「 リ ビ ー ト 回 数」 で 構 成 さ れ て い ま す

．

説 明

くセグメントの灼雰〉

● セ グ メ ン ト に 厨 す る そ の 他 の 要
一素

③ホールド

ソーク時間に 匠 亟 を設定すると、目 臓 鯛

度 （ランプレ ペル） を維持 し 鰍テるプログラム になり

ま す。 ま た プ ロ グ ラ ム 入 カ モ ー ド は 終 了 し ま す．

・ 匠 亟 は、 ソーク時間を選択する時点で、 Ｏ時

間０分と ９９９ 時間の間に点滅表示 します．

ｃホール ド饗択時の表 示例》

㌣ 鷺 ぐ附
睡：画 匝亟画
［匡１コ ［匡コ
（９ ９ ９ 時 間） （０ 時間Ｏ分）

○庫

△苧意
＊機能メニュ ーのホ□ルド慮能とは達いま す

の で
、

渥 同 し な い よ う 注 意 し て く だ き い．

くソトト鮒 卿雰〉
●リピート命令 の構成

リピート命令 は、 セ グメ ン ト群を何度も繰り 返し実行

さ せ る 命 令 で 「リ ピ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト」 と 「リ ビ ー

ト 回 数 」 で 構 成 さ れ て い ま す．

①リビート開 始セ グメ ント

セ グ メ ン ト の 入 カ モ ー ド で
、

リ ピ ー ト を 開 始 し た い

セ グ メ ン ト 番 号 の 入 力 を 行 い ま す． こ れ に よ り、 所

望 の 開 始 セ グメ ン ト か ら リ ピ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト の

入力直前のセグメ ントま でを繰 り返 し連転します．

（右項のリ ビート入力表示例を 参照）

②リピート回数

リビー ト回数は１ から９９９回まで任意に設定でき

ます。 なおリ ピー ト連転を際限なく続行する場合は

リ ピ ー ト 回 数 を 「Ｏ 」 に 設 定 し ま す． リ ビ ー ト 回 数

を ０ に す る と プ ロ グ ラ ム 入 カ モ ー ド は 終 了 し ま す．

△苧意 ホ リ ヒー一 ト 命 令 を 入 力 し た 後 仁 設 定 し た

セ グメ ントをリ ピート すること はてき

ま せ ん．

構 リ ピ ー ト 命 令 の 設 定 内 に 別 の リ ヒー一 ト

命令を亘復きせた り、 交螢き甘た りす

る設定は できま せんの て注重してくだ

き い ．

匡互 ］ １セグ 州 カモー 嚇 榊

□コ
Ｕ

◎ 細 一を押す
＼ユ 《リビート命令λカモードの麦示》

□；コ ◆

Ｕ 国 １押す①匝 亟 （リ ビート鳳始セグメ ント

番号設定モードの奏示》□予 ㌣㈱欧
②

匝 瓦 ω１一 燃 １一 ㈱亙
Ｕ ㌣ 撒 国を押す

３ １



機能メニュ ーの使いかた

プログラムの入力のしかた

こ こ で は 一 例 と し て 図 ４ に 示 す プ ロ グ ラ ム の 入 力 の し か た を 示 し ま す．

２００
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幽
．霜

担
罵 １００
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１ ｌ ｌ １

ｌ １ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ ｌ

＿ ＿ ＿
Ｉ
＿ ＿１＿ ＿ ＿ ＿ ． ・ ＿ ・ ＿ ＿ ・ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ・ ＿

」塊 』軋 理リ
ｌ ｌ

地は．十 地 心乙１刈

１珊３０分 １ １珊３０分

下 麻。対

粋 へ くエパセグメント
ｌ １ 鞭 Ｉ

Ｆ 一 一 一『

１ウェイト鵬：㎝１

０ １ ２ ３

図 ４．

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

一一一 一一 “ 時 間 （ ｈ ｒ．）

フ．ロ グ ラ．ム の 入 力 例
’

操作後の表示／操 作手順 説 明

①

くプログラム番号を設定する〉

舳 癖プログラム２本〉

厘１ヨ キーを押し

た 後 に、

◎ ◎ キーの何れ
か一方を押す

② ２ ヨ 僚；雑 服グメント業 ３本〉

因；使脳みセグメン縦 ２本〉

⑳ キーを押す

③

〈 例
’
； ア ロ グ ラ ム ３ 番 に 入 力 す る 〉

α ５ 調；未鰍クメント寮５本〉

錆；鯛 淋セグメント桑 ｏ本〉

◎ キーを押す

・ 「 携 能 メ ニ ュ ー」 キ ー を 押 し て 機 能 選 択

モ ー ド に し、
「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を

押 し て く だ さ い ．

→プログラム入力 選択モー ドになりメイ ン

表示器は 匠三二 副 を点滅表示します．
→サブ表示器は、 既存のプログラム本 数を

表 示 し ま す．

・ 「 実 行」 キ ー を 押 して く だ さ い
。

→ プ ロ グ ラ ム 入 力 ・ 編 集 モ ー ド に な り メ イ

ン表示器は 匠 三 二 ］ を点滅表示しま

す
．

→ サ ブ 表 示 器 は
、

左 ２ 桁 に 使 用 済 み の セ グ

メ ン ト 数 を
、

右 ２ 桁 に は 未 使 用 の セ グ メ

ン ト 数 を 表 示 し ま す．

・・▲・ キーを押して 匠 こ ニヨ （プロ

グ ラ ム ３ 番 の 意 味） に し て く だ さ い
．

→ プ ロ グ ラ ム ３ 番 は 呵 も プ ロ グ ラ ミ ン グ さ

れ て い な い た め
、 サ ブ 表 示 器 は 左 ２ 桁 に

「 Ｏ」 （ 使 用 済 み の セ グ メ ン ト が な い）

を、 右 ２ 桁 に は 使 用 可 能 な セ グ メ ン ト 数

５ 本 （最 大 ） を 表 示 し ま す
．

３ ２



機能メニューの使いかたｚ 醜 醒

プログラムの入力のしかた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す．

操作後の表示／操作手順

くセグメン Ｈ を設定する〉

（例；ス テヅプ連氏を入力 すろ〉

理
④

セグメント１のランブ珊〉

⑳ キーを押す

説 明

・ 「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

→ 匹 ニ ヨ ヘのプログラム入カモード

に な り ま す．

→サプ表示器は Ｅ王二ニコ を表示しランプ

時 間 １ の 入 力 を 要 求 しま す。

→メイ ン表示器は新規にプログラムを入力

する場合 旺 を点滅表示します．
＊本例のセグメ ント１ では勾配連転を しま

σ

せんので、このまま 匠 旺 を入力

し ま す ．

⑤ セグメント１のランアレペル〉 ⑳ キーを押す

・ 「実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→ ラ ン ア 時 同 １ が 確 定 し ま す．

→サブ表示器は［ミヱニニコ の表示に替わり

ラ ン プ レ ペ ル １ の 入 力 を 要 求 し ま す．

→メイ ン表示器は新規にプログラムを入力

する場合 ［ 二 ］ を点滅表示します．

⑥

⑦

く 例 ； ユ ０ ０．Ｃ〃：づＦる 〉画口
セグメント１のソーク崎風〉

◎ ◎ キーの何れ

か一方を押す

固 キーを押す

・ 「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 して 目 漂 の

「 ｌ Ｏ Ｏ ℃ 」 に 合 わ せ て く だ さ い．

・ 「実 行 」 キ ー を 押 して く だ さ い．

→ランプレペル１が稻定します。 ㌻

→サブ表示器は ［１韮：ニコ の表示に替わり

ソ ー ク 時 間 １ の 入 力 を 要 求 し ま す．

→メイ ン表示器は新規にプロ グラムを 入力

する場合 旺 晒 を点滅表示します．

⑧

⑨

く 例 ； ヱ圧芋眉７
－
３ ０ 分６εす■る 〉画項

〕厘

◎ ◎ キーの呵れ

か一方を押す

固 キーを押す

・ 「▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て 目 漂 の

「１ 時 間 ３ ０ 分」 に 合 わ せ て く だ さ い．

・ 「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→ ソ ロ ク 時 同 １ が 確 定 し ま す．

→サブ表示器は 匝王＝コ の表示に替わり

ウェイ ト機能１の入力を 要求 します．
→ メ イ ン 表 示 器 は 新 規 に ア ロ グ ラ ム を 入 力

する場合 ［ 亜 を点滅表示します・
＊ 本 例 で は

、
上 昇 時 間 を ソ ー ク 時 間 に 合 め

ま す の で 「Ｏ Ｆ Ｆ 」 に し ま す。

３ ３



機 能＝メ ニ ュ ー の 使 い か た 刃 Ｉ
砺

プログラムの入力のしかた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す．

操 作後の表示／操 作手順 説 明

⑩

くセグメ ント２を設定する〉

く 例 ；ｊき 率 勾目已連 居 をノ」ブプす・る 〉

ユ ｝ 未鯛セグメント素〉

入カ中のプログラム看号〉

固 キーを押す

①

ｒ と ～ セグメント２のランア珊〉

固 キーを押す

・ 「実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→ セ グ メ ン ト １ の 設 定 が 確 定 し
、

セ グ メ ン

ト ２ の 入 カ モ ー ド に な り ま す．

→メイン表示器は 園 （・榊 ｔ

２の 略 ） を 点 滅 表 示 し
、

セ グ メ ン ト ２ の

入 カ モ ー ド で あ る こ と を 示 し ま す．

→サプ表示器は左２桁に現在入力中の プロ

グラム番号を、 右２桁に使用 可能なセグ

メ ン ト 数 を 表 示 しま す．

・ 「 実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い ．

→サブ表示器は［１≡ 目 を表示しランプ

時間２の入力 を要求 します。
→メイン表示器は 旺 を点滅表示

し ま す．

＊ 本例のセ グメ ント２で は勾配連転を行い

ま す の で
、 所 望 の 値 を 設 定 し て く だ さ い

。

な お 入 力 は
、

セ グメ ン ト １ に 習 っ て 行 っ

て く だ さ い．

くセグメント２と帰様の手腹て、 ランア時厨、 ランアレペル、 ソーク時厨、 ウェイト凝窮をスカしまナ．〉

⑫
［ 亟 く舳 糊を
□ 蔓 入力する〉

◎ ◎ キーで選択後

固 キーを押す

⑯ ［ 亟 １ 舳 … を
一 ◎ ◎ キーで選択後

□ ⊇
入力する〉 ⑳ キーを押す

⑭ ［ 亟 １ 舳 ・分を ◎ ◎ キーで選択後

［ 望 入力する〉 ⑳ キーを押す

⑮ 〕 く 例
’
； ウ ェ イ ト 機 能

［ 蔓 をＯ附る〉
◎ ◎ キーで選択後

囲 キーを押す
Ｉ

・ 「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て 所 望 の

時 間 に 合 わ せ ま し た ら、
「案 行 」 キ ー を

押 し て く だ さ い
．

→ ラ ン プ 時 同 ２ が 砧 定 し ま す．

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して 目 漂 の

温 度 に 合 わ せ ま した ら、
「 実 行」 キ ー を

押 し て く だ さ い
．

→ ラ ン ブ レ ペ ル ２ が 硲 定 し ま す．

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て 所 望 の

時 間 に 合 わ せ ま し た ら
、

「実 行」 キ ー を

押 し て く だ さ い．

→ ソ ー ク 時 同 ２ が 磧 定 し ま す．

’ 「 ▼」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て ウ ェ イ

ト 機 能 を 「 Ｏ Ｎ」 に 合 わ せ ま し た ら
、

「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

→ ウ ェ イ ト 機 能 ２ が 硲 定 し ま す．

３ ４



機 能メ ニ ュ ー の 使 い か た

プログラムの入力のしかた

プ ロ・グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す
．

操 作後の表示／操作手順 説 明

くセグメント３を設定する〉

⑮
ユ ３ 未醐セグメ 州〉

入カ中のプｉ］グラム看号〉

⑳ キーを押す

⑰ セグメント３のランプ蝸〉
固 キーを押す

・ 「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

→ セ グ メ ン ト ２ の 設 定 が 確 定 し
、

セ グ メ ン

ト３ の入カ モードになります．

・ 「実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

＊本例のセ グメント３では勾配運転をしま

せんので・このまま 匠 旺 を入力σ１
し ま す．

→ランブ時同３が確定します．

くセグメン 〕 と何磨の手好て、ランプ時厨、 ランプレペル、 ソーク酵厨、 ウェイト獲窮をλ力します．〉

⑱ 〔 亟 コ １ 舳 … を ◎ ◎ キーで選択後

［ ⊇ 入力する〉 困 キーを押す

⑲ 匝 亟 １ 舳 燐 る、
◎◎キ・で選択後

［匡 蔓 国 キーを押す

⑳
［ 垂 く舳エイト鰍

□ 蔓
をＯＦ 附る〉

◎ ◎ キーで選択後

⑳ キーを押す

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て 目 漂 の

温 度 に 合 わ せ ま し た ら
、

「 実 行」 キ ー を

押 し て く だ さ い．

→ ラ ン ブ レ ペ ル ３ が 確 定 し ま す．

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 し て 所 望 の

時 間 に 合 わ せ ま し た ら
、

「実 行」 キ ー を

押
一
し て く だ さ い

．

→ ソ ー ク 時 同 ３ が 確 定 し ま す．

・ 「 ▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 して ウ ェ イ

ト 繧 能 を 「Ｏ Ｆ Ｆ 」 に 合 わ せ ま し た ら
、

㌻

「実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

→ ウ ェ イ ト 機 能 ３ が 確 定 し ま す．

くリピート命令を震定する〉

⑳

⑳

ユ ～ 未鯛セグメ 洲１

入力中のアログラム看号〉

〕回 ◎ ◎ キーの何れ

か一方を押す

→ セ グ メ ン ト ３ の 設 定 が 確 定 し
、

セ グ メ ン

ト ４ の 入 カ モ ー ド に な り ま す．

ホ こ こ で 「 ▼ 」 キ ー か ｒ ▲ 」 キ ー を 押 して

「 リ ヒ ー ト 命 令 」 の 入 カ モ ー ド に 切 り 換

え ま す．

・ 「▼ 」 キ ー か ｒ▲ 」 キ ー を 押 して メ イ ン

表示器に ［１≡ 田 （１榊ｔの略）を

点 滅 表 示 さ せ て く だ さ い．

→リ ビー ト命令の入カモー ドに切り換わり

ま す ．

３ ５



機能メニューの使いかたＺ 醜 砥

プログラムの入力のしかた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す．

操作後の表示／操作手順 説 明

くリビート翁令を設定する〉
． 一 一 ・ 一 ・ 一 ・ ． 一 一 ■ … 一 一 一 ■ 一 ・ ・ 一 ・ 一 一 ・ 一 一 ■ ・ 一 ・ 一 ・ ・ 一 ■ ・ 一 一 一 一 ・ ■ 一 ・ ■ 一 ・ 一 ■ ■ 一 一 ・ 一

冒
．Ｉ

⑳ 榊

・「実行」キーを押してください。●
→サブ表示器は ［≡ミ互 ≡コ （ＲｅｐｅａｔＳｔａｒｔ

⑳ の略） の表 示に替わり、 リピートを開始
す る セ グメ ン ト 番 号 の 入 力 を 要 求 し ま す．

→メイ ン表示 器は選択可能なセグメ ント番

号 の 内、 最 も 著 い 番 号 を 点 滅 表 示 し ま す．

［ ： 亘 ・例；セ グメ ン１・ ◎ ◎ キーの呵れ

・ 「▼」 キ ーか 「▲」 キーを押 してメイ ン

⑳ 表示器の 値を、 目 的の 「２」 （セグメ ン

□ 重 コ かち 炸 トする〉 か一方を押す ト２番の意味）にしてください．

〔 ］ 固 キー１押す
画

・「笑行」キーを押してください．
→リヒー ト關始セ グメ ントの設定が硲定 し

ま す ．

⑳ →サブ表示器は Ｅ 亘１二日 （ＲｅｐｅａｔＣ０Ｈｔ
の 略） の 表 示 に 替 わ り

、
リ ピ ー ト 回 数 の

入 カ を 要 求 し ま す
．

→メイ ン表 示器は新 規にプログラムを入力

す る 場 合 「 Ｏ」 を 点 滅 表 示 し ま す
．

［ ： 〕 １ 舳 ビー１ ◎ ◎ キーの阿れ
・「▼」キーか「▲」キーを押してメイ ン

⑳
表示器の値１を、 目 的の回数 「３」 に して

［ 憂
を３回行う〉 か一方を押す ください．

くセグメント４を設定する〉
一 ・ 一 一 一 ■ ・ 一 一 一 一 ・ ． ■ ■ ・ … 一 ・ 一 ・ ・ 一 … 一 … 一 一 ・ ・ ・ ■ 一 一 一 ■ ・ 一 一 ■ ・ 一 一 ・ ・ ■ 一 一 一 一 一

画

Ｈ 未醐セグメント桑〉
区 ｏ キーを押す

・「実行」キーを押してください．

⑳
→リヒート回数が入力され、 リ ピー ト命令

の 設 定 が 確 定 し ま す．

→ リ ピ ー ト 命 令 に 切 り 替 え る 前 の、
セ グ メ

入カ中のプログラム看号〉
ン ト ４ の 入 カ モ ー ド に 戻 り ま す．

・ 「実 行 」 キ ー を 押 して く だ さ い
．

⑳
匪 頭

固 キー１押す

ｒと ｝ セグメント４のラン淵〉

＊本例のセグメント４では勾配運転をしま
せんので、このまま 匠 囲 を入力

しま す．

→ ラ ン ア 時 同 ４ が 確 定 し ま す．

３６



機能メニューの使いかた ｚ 亟 麺醒

プログラムの入力のしかた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 へ の プ ロ グ ラ ム 入 力 を 行 い ま す
．

操作後の表示／操作手順 説 明

くセグメ ントヱ と厨様の手腹て、 ランプ時厨、 ランプレペル、 ソーク時厨、 ウェイ ト様能 をスカしま す． 〉

⑳
〈例 川 。℃を ◎ ◎ キーで選択後

入力する〉 固 キーを押す

⑳ 画 く例；ヱ 時同を

入力 する〉垣 ◎ ◎ キーで選択後

困 キーを押す

⑳ 〕 く 例 ； ウェ イ ト 撮 能

口 垂 コ
を㎝にする〉

◎ ◎ キーで選択後

固 キーを押す

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 して 目 漂 の

温 度 に 合 わ せ ま し た ら
、

「 実 行」 キ ー を

押 し て く だ さ い．

→ ラ ン プ レ ペ ル ４ が 確 定 し ま す．

・ ｒ▼ 」 キ ー か 「 ▲」 キ ー を 押 し て 所 望 の

温 度 に 合 わ せ ま し た ら
、

「実 行 」 キ ー を

押 し て く だ さ い．

→ソーク時同４が確定しま す．
◆

・ 「▼ 」 キ ー か 「▲ 」 キ ー を 押 して ウ ェ イ

ト 機 能 を 「 Ｏ Ｎ 」 に 合 わ せ ま し た ら、

「 実 行 」 キ ー を 押 して く だ さ い．

→ ウ ェ イ ト 機 能 ４ が 確 定 し ま す．

くエンドを設定する〉

⑳ ユ 未使用
セグメント桑〉

入カ中のブログラム看号〉

→ セ グメ ン ト４ の設定 が確定 し、

セ グメ ント５ の入カモー ドに

なります．

くエスケーフ・て一政’テる〉

⑬

⑳
［ 園 ◎◎

キ ー の 阿 れ口 か一方 を押 す

⑯

⑱
匡≡：ヨ を押す

５ ０ 報；未鯛
セグメント則本

く僚：鯛漬みセクメント徴 ５本〉

⑳ ユ ！ 未醐
セグメント桑〉

入カ中のアログラム香号〉

・ 「実 行」 キー を 押 して く ださ い．

→サプ表示器ま［； 亘 を 示

し
、

ランプ時間５の入カを要求し

ま す
．

ホ こ こ で 「▼』 キ ー か

「▲」 キーを押してエンドセグメ

ントの入カモードに切り香えま

す．

⑯
［蔓コ ◎◎
□；キ ・ の 何’れ

か’ 方を 押す

・ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して

メイン繍呂に［ 田
を点滅表示させてく ださい

．

→エンドセ グメ ントの入カモー ド｝

切り替わります．

⑳

⑳
匡 こ ヨ を押す

調；未蝸

グメント則 本

構；鯛 沸七グメント寮 ４本〉

→セ グメ ン ト４ の設 定 が硲定 し
、

セ グメ ント５ の入 カモー ドに

なります．

・ 「▼」 キ ー か 「▲」 キ ー を 押 して

メイン葡瑞 ［ 磨 コを

点滅 蘇 さ 炊 ください。 ㌻１

・ 「実 行」 キ ーを 押 して く だ さ い
．

→プログラム入カモードの表示内容

に戻りま す．

・ 「実 行」 キーを押 してください
．

→ エ ンドセ グメ ント が入力 され
、

フｔ グラム３番へのプログラ …几

定が全て確定 しました
．

→ プログラム入カモー ド ・ 舳

に 戻ります．

３７



機 能 メ ニ ュ ー の 使 い か た

プログラムの編集のしかた

プ ロ グ ラ ム 編 集 で は
、 既 に 入 力 さ れ た 「 ラ ン プ 時 間 」 、

ｒ ラ ン プ レ ペ ル 」 、
「ソ ー ク 時 間」 、

「 ウ ェ イ ト 機 能」 お

よ び リ ビ ー ト の 「 リ ビ ー ト 開 始 セ グ メ ン ト」 、
ｒリ ピ ー ト 回 数」 を １ セ グ メ ン ト ず つ 変 更 で き ま す．

△苧意
セグメ ント単位やリ ピート命令の削蛉、 お よぴ新規に組 んだセグメ ントやリピー ト命 令の 揮入

は で き ま せ ん の で 注；百 し て く だ ざ い．

こ こ で は
、

煎 項 の 『 プ ロ グ ラ ム 入 力 の し か た』 の 入 力 例 （ 図 ４ ） を 基 に、 プ ロ グ ラ ム ３ 番 の ３ セ グ メ ン ト 目 を

例 に と り、 ス テ ッ プ 連 転 か ら 定 率 勾 配 連 転 へ の 編 集 を 行 う も の と し ま す．

操作後の表示／操作手順１ 説 明

く粛集するプログラム番号を呼茜す〉

匡三ヨ キーを押し ・ 「携能メ ニュー」 キーを押 して機能選択

①
匹 瓦 δ 容

．の何れ

モードにし、 「▼」キーか「▲」キーを
押 し て く だ さ い

。

ヨ 調；脾ブログラム３‡〉 か一方を押す
→プログラム 入力 選択モー ドになりメイ ン

表示器は 匠 巫 を点滅表示します。

〔
・「実行」 キーを押してください．

②
→プロ グラム入力・編集モードになりメイ

２ ３ 僚；未鯛セグメ州 ３本１
国 キーを押す

ン表示器は 匹 ニ コ を点滅表示しま

調；侵脳みセグメント業 躰〉
す．

く 例 ； ア ロ グ ラ ム ３ 番 を 編 集 す る 〉 ・ 「▲ 」 キ ー を 押 し て メ イ ン 表 示 器 に 編 集

匠 ≡ ： ヨ
◎ キ．を押す

㌣ ’ 園；未蝸セクメ洲 １本〉

したいプログラム番号を、 点滅表示させ

③ てください．・（本例では 匹 ニ ヨ ）
→サブ表示器は、 左２桁に使用済みのセ グ

因；偵脳みセクメ 州 ４本〉
メ ント数を、 右２桁には未使用のセグメ

ン ト 数 を 表 示 し ま す．

・ 「 笑 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

逼

ユ ８ 標、未 榊 ント川〉 ⑳ キーを押す

→メイン表示器は、プログラム３番に最初

④
に組まれてい るセグメ ント番号を点滅表

示 し ま す．

錆：実榊のブログラム謂〉 → サ ブ 表 示 器 は、 左 の 桁 に 現 在 編 集 中 の プ

ロ グ ラ ム 番 号 を、 右 の 桁 に 未 使 用 の セ グ

メ ン ト 数 を 表 示 し ま す．

く セ グ メ ン ト ３ を 呼 出 す 〉 ・ 「▲」 キ ー を 押 し て メ イ ン 表 示 器 に 編 集

匝 〕
◎ キ．を押す

ユ ’ 際；未蝸セクメ洲 １本〉

したいセグメント番号を、 点滅表示させ

⑤
てください・ （本例では 匝 こ 〕 ）

療；実榊のブロクラム看号〉

３ ８



機能メニューの使いかたｚ 醜

プログラムの編集のしかた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 の プ ロ グ ラ ム 編 集 を 行 い ま す．

操 作後の表示／操作手順 説 明

くセグメント３を艀集する〉
． 一 ■ ・ 一 ・ 一 ・ ・ 一 一 ・ ・ 一 一 一 一 一 ・ ■ 一 ・ 一 ■ ・ ■ 一 一 一 ・ ■ ■ ■ ■ ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ ・ 一 ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 一 ・ 一 一 ・ 一

匡 画 ⑳ キーを押す
・「実行」キーを押してください．

⑥

→セ グメ ント３の ランプ時間がス テップに
パ と ３ セグメント３のランプ朗〉 設 定 さ れ て い る こ と を 示 し て い ま す．

匝 画 １・ 榊
◎ ◎ キーの何れ

入力する〉 か一方を押す回

・「▼」キーか「▲」キーを押して所望の

⑦

時聞に変 更してく ださい．
＊ こ こ で セ グ メ ン ト ３ を 勾 配 連 云 に 変 更 し

ま す．

Ｆ 碧
舳 蝋 １・ ⑳ ←ｌ１ｌ

・「実行」キーを押してください．→編集 したラ ンブ時 同３ が確 定しま す．

⑧ ＊ラ ンプレペルの入力要求で すが編 集しま

せんの でそのまま 「実行」 キーを 押して

く だ さ い。

匝 廼 く 舳 時・分を

□ 蔓 ⊇
入力する〉

困 キーを押す

・「実行」キーを押してください．
→ ラ ン プ レ ペ ル ３ が 確 定 し ま す．

⑨ ＊ソーク時間の入力要求ですが編集しませ

んのでそのまま ・実行」 キーを押してく
¢１

だ さ い ．

３ ９



機能メニューの使いかた Ｚ 亟 麺亟

プログラムの編集のしかた

プ ロ グ ラ ム ３ 番 の プ ロ グ ラ ム 編 集 を 行 い ま す
．

操作後の表示／操 作手順 説 明

・ 「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

⑩ Ｅ 聲 ⑳ 榊
→ソーク時間３が確定します．
＊ ウ ェ イ ト 繧 能 ３

．
の 入 力 要 求 で す が 編 集 し

ま せ ん の で そ の ま ま 「 実 行」 キ ー を 押 し

て く だ さ い。

く 複 数 の セ グ メ ン ト の 中 局 の ・ 「 実 行 」 キ ー を 押 し て く だ さ い
。

セ グメ ントを 冴集 した 時の表示例〉 →ウェイト機能３が確定 しま す。

［ 画 ⑳ キーを押す
匝

＊複数のセグメントが入力されている時は
次に入力されているセ グメ ントも しくは

リ ピ ー ト 命 令 の 編 集 モ ー ド に 入 り ま す．

→ メ イ ン 表 示 器 は、 次 に 入 力 さ れ て い る セ

①

グメント番号 （もしくはリ ビート命令）
を 点 滅 表 示 し ま す． （本 例 で は リ ピ ー ト

命令 □＝ 田 ）
■ ・ ・ … 一 ・ 一 ・ ・ ． ・ ． ・ ・ 一 ・ 一 ■ 一 一 ・ 一 一 ■ 一 ・ 一 ・ ■ ・ ■ ■ ・ … 一 一 … 一 ・ 一 ・ 一 一 ・ ■ ・ ・ 一

く最後のセグメ ントもしくは入力 ＊ 最後に入力されていたセ グメントを編集

セグメ ントがヱ 倒の時の 艀果表示例＞ した場合、 もしくは１ 個しか入力されて

［ 蔓：≡］ 匡 Ｄ キーを押す

［ コ

いないセグメントを編集した場合は、メ
イン表示器は ［ 旺 ヨ を点滅表示←
ま す 。

＊ 編集を終了する場合は、 手順⑯に進んで

く だ さ い
．

［ 蔓 コ ◎ キーを押す

＊本例ではセグメント３のみの編集ですの

⑫

でこれで編集を 終了 します．

［ ； ・「▲」キーを押してメイン表示器に、
［ 菖 コ を呼出してください．
（（ア ２５ぺ一ジ）

匹 〕
⑳ キー１押す

甘 ５ 調；雑肌クメント桑１本〉

・「実行」キーを押してください．
→ 編 集 が 完 了 し、 プ ロ グ ラ ム 編 集 モ ー ド に

戻 り ま す
．

ま た
、

１ 分 以 上 放 置 し ま す と

僚；良脳みセグメント寮 ４本〉
「 繧 能メ ニ ュ ー 」 キ ー を 押 す 直 前 の 状 態

⑬

Ｕ １分間以上放置
に戻ります．

く擦能メニューキーを

鮒直所の欄１

４０



機能メ ニュ ーの使いかた

プログラムの削除のしかた

フ．口・グ ラ ム 編 集 で は、 既 に 入 力 さ れ た プ ロ グ ラ ム を ア ロ グ ラ ム 番 号 の 単 位 で 削 除 で き ま す．

△苧意
削除 する プログラムの内 劉ま確認できξせんのて・ 削除 する屠ほ注意してくだきい．

こ こ で一は、 プ ロ グ ラ ム １ 番 を 削 除 す る 例 を 示 し ま す．

操作後の表示／操 作手順 説 明

く彫蛤するプログラム番号を呼出す〉
・ 一 一 ■ ■ ・ 一 ・ 一 ■ ■ 一 ■ ■ ・ ・ 一 一 一 一 一 ・ 一 ■ 一 ・ 一 ・ ・ ■ ・ 一 一 ・ 一 ■ ・ ■ ・ ・ ・ … 一 一 一 ・ 一 ・ ・ ■ ・ ■ ・ ■ ■

匡１ヨ キーを押 し ・ 「携能メニュー」 キーを押 して 機能選択

①

匪 囮 δ 容
．の何れ

～ 調；蹄ブログラム２本〉 か一方を押す

モ・ドにし・
「▼・ キーか「▲・キーを ㌻

押してください．
→プロ グラム削除選択モードになりメイ ン

表示器は 巫 を点滅表示します．
→ サ プ 表 示 器 は、 既 存 フ．ロ グ ラ ム の 本 数 を 表

示 し ま す
．

・ 「実 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い．

匹 ：コ ⑳ キーを押す
理

→プログラム削除モードになりメイン表示

②
器は存在する プロ グラムの内小さい方の
番 号 を 点 滅 表 示 し ま す．

例；左項は 匹 二 ］ （プログラム１番

の 略） を 表 示 し て い ま す．

→サブ表示器は 囮 を表示します．

・ 「▲ 」 キ ー を 押 し て メ イ ン 表 示 器 に 削 除

し た い プ ロ グ ラ ム 番 号 を
、

点 滅 表 示 さ せ
傘１

「 案 行」 キ ー を 押 し て く だ さ い
．

③ く雛 メニ
終

繍 〉
固 １－１押す

＊本例ではプログラム１番を削除しますの
で、 そ の ま ま 「 実 行」 キ ー を 押 し て く だ

さ い
。

→ プ ロ グ ラ ム １ 番 が 削 除 さ れ
、

「機 能 メ ニ

ユ ー 」 キ ー を 押 す 直 前 の 表 示 に 戻 り ま す．

４ １



お手入れの しかた

θ宥の点猿・お手スれ

△ 危険

△ 注意

● 点 検 や お 手 入 れ を す る 場 合 に は、 必 要 な 時 以 外 は 必 ず 電 源 プ

ラ グ を コ ン セ ン ト か ら 抜 く か 配 電 盤 の プ レ ー カ を 「Ｏ Ｆ Ｆ」

に して か ら 実 施 して く だ さい。

● 機 器 が完 全 に 冷 え て か ら 実 施 して く だ さ い。
’

● 機 器 は 絶 対 に 分 解 しな い でく だ さ い。

● 初 め て お 使 い に な る 時、 高 温 に す る と 異 臭 が 発 生 する こ と が

あ り ま す。
こ れ は 断 熱 材 の パイ ン ダー が 分 解 す る た め で、 機

器 の 故 障 で は あ り ま せ ん。

● 排 気 口 を 全 開 に しま す と、 電 源 電 圧 や 室 温 の 低 下 な ど の 影 響

に よ り、 使 用 最 高 温 度 （２ ６ ０ ℃） ま で 到 達 し な い こ と が あ

り ま す．

● 樹 脂 部 分 や 操 作 パ ネ ル 部 の 汚 れ は
、

よ く 絞 っ た 柔 ら か い 布 で 、

ふ き 取 っ て く だ さ い ．
ペ ン ジ ン 、 シ ン ナ ー 、 ク レ ン ザ ー な ど で

ふ い た り 、 た わ し で こ す っ た り し な い で く だ さ い 。 変 形 、 変

質 、 変 色 な ど の 原 因 に な り ま す 。

そ の 他 ご不 審 な 点 が あ り ま した ら、 す ぐお 買い 上 げ の 販 売 点 あ る い は 当 社 當 業 所

ま で ご 連 絡く だ さ い。

麦鯛 鯛 影い跨、あるい鱗 新 紡
項 目 処 置 の し か た

長 期 間 使 用 しな い 時 配電 盤 の プ レ ー カ を 「Ｏ Ｆ Ｆ」 に す る か電 源 プ ラ グを 抜

い て 電 源 を 切 っ て く だ さ い。

廃 棄 す る 時
１ 危 険

●

子 供 が 遊ぷ よ う な 所 に 放 置 しな い でく だ さ い。 ま た ドア

が ロ ック さ れ な い よ う 把 手 の ノ プ 等 を 外 して く ださ い。

４ ２



ア フ タ ー サ ー ビス と 保 証

修理を依頼されるときは 保証書（別に添付してあ１ます）
万 一 異 常 が 発 生 しま した ら、 た だ ち に 運 ● 保 証 書 は お 買 い 上 げ の 販 売 盾 あ る い

転 を 中 止 し電 源 スイ ッ チ を 切 り、 電 源 プ． は 当 社 営 業 所 か ら お 渡 し し ま す の で

ラ グを 抜 い て、 お 買 い 上 げ の 販 売 店 あ る 「 販 売 店 名、
お 買 い 上 げ 日」 等 の 記 入

い は 当 社 営 業 所 ま で ご 連 絡 く ださ い。 を お 確 か め に な り 保 証 書 を 艮 く お 読み

の 後、 大 切 に 保 管 して く だ さ い。

（ ご連 絡い た だき た い 内 容） ● 保 証 期 間 はｒ お 買 い 上 げ の 日」 か ら

１ ヶ 年 で す。 保 証 書の 記 載 内 容 に よ り

１１ｌｌｌ二葺１１１１１・灘擦叙ニニ機
覧 く だ さ い．

● 故 障 の 内 容 （でき る．だ げ 詳 し く）

所 に ご相 談く だ さ い． 修 理 に よ っ て 機

能 が維 持 でき る 場 合 は
、

お 客 様 の ご要

望 によ り 有 科 で 惨 理 い た しま す。

サ ー ビス マ ン がお 伺 い した 折 に は
、

必ず

保 証 書 を ご 提 示 願 い ま す。

補惨用性能部品の最低保有期間
Ｓ Ｈ シリ ー ズ の 補 修 用 性 能 部 品 の 最 低 保

有 期 間 は 製 遣 打 切 り 後 ７ 年 で す。

な お 補 修用 部 品 と は、 そ の 製 品 の 性 能 を

維 持 す る た め に 必 要 な 部 品 で す．

故 障 か な ？と 思 っ た ら

症 状

電 源 スイ ッ チ を 入 れ て

も 操作パネルの表示 器

が 点 灯 し な い。

使用 中に温 度が変 化す

る
。

ご確 認く だ さ い。

● 電 源 コ ー ド が 確 実 に コ ン セ ン ト あ る い は 配 電 盤 に 接

続 さ れ て い ま す か。

● 停 電 して い ま せ ん か。

● 環 境 温 度 の 変 化 が 大き く あ り ま せ ん か。

● 試 料 の 量 が 多 す ぎ ま せ ん か
。

● 試 科 の 水 分 が 多 す ぎま せ ん か。
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仕 様

型 式 Ｓ Ｈ ４ ０ ０ Ｓ Ｈ ６ ０ ０

方 式 自然対流

使 用 温 度 範 囲 ４ ０ ～ ２ ６ ０ ℃

温 度 調 節 清 度 ± １ ℃

性

能

※

１

温 度 分 布 清 度 ± １ ０ ℃

最高温 魔 燵時間 約７０分
’

温度 制 御 方 式 マイ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ る Ｐ Ｉ Ｄ 制 御

温度 設定方式 ▲ ▼キー による デ ジタル設定方式

温 度 表 示 方 式 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ によ る デ ジタ ル 表 示

設定、測定温度切換 メイン表示器に表示（サプ表示器は設定温度を表示）

タ イ マ

タイ マ 分 解 能

１～９９時同５９分およびｉ００時間～９９９時閻

１ 分 ま た は １ 時 間

構

成

運 転 機 能 定 値 運 転

プログラム籔：１～３腫パターン、㎜ａｘ５セグメント／パターン

（剴逗し
、勾醜転

、
クイックオートスト 州

付 加 機 能 温度プリセット携能（１０点の温度を記憶、呼出し可能）

積算時同繧能（～４９９９９時同）、キーロック濃能

ヒ ー タ 形 式

容 量

鉄 一 ク ロ ム ワ イ ヤ ヒ ー タ

１． ２ ｋ Ｗ １． ３ ６ ｋ Ｗ

ヒ ータ 回 路 制 ト ライ ア ック ゼ ロ ク ロス 方 式

セ ン サ 白金測温抵抗俸（Ｐ ｔ １ ０ ０ Ω）

内 装 ス テ ンレ ス 鋼 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４

断 熱 材 グ ラ ス ウ ー ル

排気 口 上面２固１径３０㎜）

安 全 装 置 自己診断膿能（自動過昇防止、 温度センサ異常、ヒータ腋、トライアック短 絡、メインリレ

ー不良）、 過 電 流 ブ レ ー カ、異諦ブサー艶

寸 法 ＷＸＤＸＨ㎜ ４５・Ｏｘ４３０ｘ４００ ６００ｘ５３０ｘ５００

外 形 寸 法 ※２ ５６０ｘ５４１ｘ７９０ ７１０ｘ６４１ｘ８９０規

格

内 容 積 ７ ７ し １ ５ ９ し

板 ・ 棚 受 ２ 枚 組

電 源 ＡＣ１００Ｖ １３Ａ ＡＣ１００Ｖ １４． ５Ａ

重 さ 約４ ４ ㎏ 約 ６ ２ ㎏

※ １ 周 囲 温 度 ２ ０ ℃、 排 気 口 閉、 無 負 荷、 無 試科 時 の 値 で す。
※ ２ 外 形 寸 法 は 突 起 物 を 含 み ま せ ん。
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記号 部 品名
Ｃ コ ン デ ン サ

Ｃ Ｔ １ 流 検 出 素

Ｈ ヒ ー タ

Ｐ Ｉ Ｏ 表 示

制 御 基 板

Ｓ Ｓ Ｒ １ ソ リ ッ ド ス テ ー ト リ レ ー

Ｔ ２ ト ラ ン ス

Ｔ

Ｐ Ｔ １ 白 金 測 温 低 抗 体

Ｍ Ｃ Ｂ 過 電 流 ブ レ ー カ

Ｘ １ リ レ ー
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交換部品表

Ｓ Ｈ ４ ０ ０

記 号 部 品 名 コードＮｏ． 仕 様 メ ー カ

Ｃ コ ン デ ン サ ２－１９－００１－０００５ フイルムコンデンサ 川 Ｆ ６３０Ｖ

Ｈ ヒ ー タ ＤＳ４４Ｓ－４００５０ ００Ｖ ６００口 ｘ２ マ ト ｛凹

Ｐ 一 ・ ・ 一 ・ マ

Ｐ Ｉ Ｏ 表 示 基 板 一 一０ ０－ ０フδ ’イテックＩＶＦＲ Ｐ１Ｏ－２ マ 必

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ Ａ Ｒ … ハイテッ Ｉ岬Ｒ マ

Ｓ Ｓ Ｒ １ ソ リ ッ ド ス テ ー ト リ レ ー ・ 一 マ
’

子

Ｂ
、

． 一

一

・

一

・

・

・ Ｓ

Ｔ ２ 一 ン ス ・ ・ ・ ハ アツ マ

Ｔ ４ ム ・ ・ ・ Ｍ 一 ０ＦＸ

Ｐ Ｔ １ 、目 ・ ・ 一 Ｐｔ ＯＯΩ Ｂ マ
凸

Ｘ １ リ レ ー … ＪＲ ａ ト ＴＭ－ＤＣ Ｖ ㌧ ．

Ｓ Ｈ ６ ０ ０

記 号 部 品 名 コードＮｏ． 仕 様 メ ー カ

Ｃ コ ン デ ン サ ２－１９－００１－０００５ フルムコンデンサ ωμＦ ６３０Ｖ

Ｈ ヒ ー タ ０Ｋ６３Ｓ－４０１９０ マ
必

ア グ ■ マ

Ｐ Ｉ Ｏ 表 示 基 板 １－２４－０００－００２８ ハイ．
ツ Ｉ岬 閥 ＰｌＯ一 ヤマ ト

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ Ａ Ｒ ・ 一 ． ハ ■
ツ ｌＶＦＲ 営

Ｓ Ｓ Ｒ １ 、 Ｉ ・ ’ ス
・

■ １ レ ・ Ｙ Ｔ－ＳＳＲ 一
’

．
・ ブ レ ・

・

・

一 ・

一 ・ ト ー 一

・
ン ス ・ ・ ・ ハ

・
ツ つ 必

Ｔ ４ 一 一 ・ ■

Ｐ Ｔ ｌ 白 金 測 温 抵 抗 体 Ｈ ６－００３－００２０ つ 、必

Ｘ １ リ レ ロ ・ ． ・ ＪＲ ａＦ－ＴＭ－ＤＣ Ｖ

４ ６


